
高
野
山
と
比
叡
山
の
会
社
墓

中
　
牧
　
弘
　
允

　　　　一　　二三四

問
題
の
所
在

会
社
墓

と
会
社
供
養
塔

供
養
塔
建
立
誌
の
分
析

会
社
の
追
悼
儀
礼

五
　
今
後
の
課
題

高野山と比叡山の会社墓

論

文
要
旨

　

日
本
の
会
社
は
社
葬
や
物
故
社
員
の
追
悼
儀
礼
を
お
こ
な
う
だ
け
で
な
く
、
会
社
自
体
の

墓
を

も
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
墓
は
会
社
墓
と
か
企
業
墓
と
よ
ぼ
れ
、
高

野

山
と
比
叡
山
に
お
お
く
み
ら
れ
る
。
本
稿
は
高
野
山
の
会
社
墓
二
〇
三
、
比
叡
山
の
会
社

墓
二
三
を

と
り
あ
げ
、
そ
の
基
礎
的
な
デ
ー
タ
を
提
出
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
課
題
を
提

示
す
る
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
い
る
。

　
会
社
墓
に
は
創
業
者
の
墓
や
物
故
従
業
員
の
供
養
塔
が
た
て
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、

と
く
に
物
故
従
業
員
の
供
養
塔
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
の
歴
史
を
あ
と
づ
け
る
と
と
も
に
、
名

称
や
形
態
の
分
析
を
こ
こ
ろ
み
て
い
る
。
さ
ら
に
、
関
西
に
集
中
す
る
会
社
や
組
合
の
地
域

的
ひ
ろ
が
り
や
、
そ
の
業
種
に
も
言
及
し
て
い
る
。

　
会
社
供
養
塔
に
は
建
立
誌
が
付
随
す
る
こ
と
が
お
お
い
。
そ
う
し
た
建
立
誌
を
対
象
に
、

そ

の

趣
旨
を
七
項
目
に
分
類
し
、
分
析
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
そ
の
項
目
と
は
、
①
建
立
の

契
機
、
②
会
社
発
展
（
先
人
）
に
対
す
る
感
謝
、
③
先
人
の
霊
供
養
、
④
会
社
発
展
に
対
す

る
祈
願
、
⑤
安
全
祈
願
、
⑥
顧
客
へ
の
感
謝
、
⑦
高
野
山
や
比
叡
山
の
賛
美
で
あ
る
。

　
会
社
供
養
塔
に
か
か
わ
る
物
故
者
追
悼
儀
礼
に
つ
い
て
は
、
コ
ク
ヨ
と
千
代
田
生
命
の
事

例
を

と
り
あ
げ
、
若
干
の
比
較
を
こ
こ
ろ
み
て
い
る
。
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一　
問
題
の
所
在

　
日
本
に
は
墓
や
供
養
塔
を
も
っ
て
い
る
会
社
が
あ
る
。
そ
れ
は
関
西
の
企
業
に
お

お

く
、
高
野
山
や
比
叡
山
に
集
中
し
て
い
る
。
本
稿
は
、
高
野
山
と
比
叡
山
に
お
け

る
会
社
墓
の
歴
史
と
そ
の
祭
祀
の
実
態
に
つ
い
て
、
基
礎
的
な
デ
ー
タ
を
提
出
す
る

と
と
も
に
、
今
後
の
研
究
の
方
向
を
さ
ぐ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
会
社
は
利
潤
を

追
求
す
る
ひ
と
つ
の
営
利
団
体
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
会
社
の
す
べ

て

で
は

な
い
。
会
社
は
資
本
の
論
理
に
し
た
が
っ
て
い
る
の
は
事
実
で
あ
る
け
れ
ど

も
、
ま
た
別
の
論
理
に
よ
っ
て
も
う
こ
か
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
日
本
で
は
、
会
社

は
営

利
を
追
求
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
て
も
、
他
方
で
は
会
社
員
と
そ
の
家
族
の
生

活
を

さ
さ
え
る
拠
点
と
い
う
認
識
が
つ
よ
く
は
た
ら
い
て
い
る
。
会
社
の
活
動
を
経

済
に

還
元
せ
ず
、
非
経
済
的
次
元
で
と
ら
え
か
え
す
こ
と
に
よ
り
、
会
社
な
ら
び
に

そ

れ
を

と
り
ま
く
社
会
の
性
格
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
な
認
識
を
ふ
か
め
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。

　
実
際
、
日
本
の
会
社
の
経
済
活
動
に
は
宗
教
の
関
与
す
る
余
地
が
多
分
に
あ
る
。

た

と
え
ば
、
会
社
が
主
催
し
て
神
仏
や
物
故
者
を
ま
つ
る
風
習
が
み
ら
れ
る
。
日
本

の

会
社
は
社
運
の

隆

昌
と
事
業
の
安
全
を
祈
願
す
る
た
め
、
神
社
を
建
立
し
、
定
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

的

な
祭
祀
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
大
企
業
に
お
お
く
、
本
社
ビ
ル
の
屋
上
に

ち

い

さ
な
社
祠
を
た
て
た
り
、
地
元
に
壮
大
な
社
殿
を
建
造
し
た
り
し
て
い
る
。
神

社
に
物
故
者
の
霊
を
ま
つ
り
、
慰
霊
祭
を
お
こ
な
う
と
こ
ろ
も
あ
れ
ぽ
、
関
連
グ
ル

ー
プ
全
社
の
事
業
報
告
を
祭
文
に
こ
め
て
奏
上
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　
会
社
の
社
長
や
会
長
が
死
亡
す
れ
ぽ
、
葬
儀
は
ふ
つ
う
社
葬
と
し
て
お
こ
な
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
50

る
。
会
社
の
在
職
物
故
者
に
た
い
し
て
は
、
ま
と
め
て
追
悼
法
要
や
慰
霊
祭
が
と
り
　
3

お

こ
な
わ
れ
る
。
そ
れ
は
神
式
よ
り
も
仏
式
が
お
お
く
、
毎
年
の
恒
例
行
事
と
し
て

い

る
会
社
は
す
く
な
く
な
い
。
定
年
退
職
後
の
物
故
社
員
を
そ
の
列
に
く
わ
え
る
会

社
も
あ
る
。
ま
た
、
会
社
に
先
人
の
供
養
碑
を
建
立
し
た
り
、
高
野
山
や
比
叡
山
な

ど
の
聖
地
に
社
長
の
墓
や
物
故
従
業
員
の
供
養
塔
を
造
立
し
た
り
す
る
会
社
も
あ
る
。

　

こ
の
報
告
で
は
、
高
野
山
と
比
叡
山
に
墓
や
供
養
塔
を
も
つ
会
社
を
と
り
あ
げ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
高
野
山
に
は
一
〇
〇
を
こ
え
る
会
社
供
養
塔
が
き
そ
う
よ
う
に
建
立
さ

れ
、
比
叡
山
に
も
二
〇
以
上
の
法
人
墓
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
会
社
墓
に
関
し

て

は
、
高
野
山
が
日
本
最
大
の
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
比
叡
山
が
そ
れ
に
次
い
で
い
る
。

二
　
会
社
墓
と
会
社
供
養
塔

O
　
範
囲
と
名
称

　
会
社
と
は
、
商
法
第
五
十
二
条
に
よ
る
と
「
商
行
為
を
為
す
を
業
と
す
る
目
的
を

も
っ
て
設
立
し
た
る
社
団
」
の
こ
と
で
あ
り
、
「
営
利
を
目
的
と
す
る
社
団
に
し
て
…

商
行
為
を
為
す
を
業
と
せ
ざ
る
も
之
を
会
社
と
看
倣
す
」
と
あ
る
。
商
法
上
の
会
社

は
、
前
者
の
商
事
会
社
と
後
者
の
民
事
会
社
（
み
な
し
会
社
）
の
総
称
で
あ
る
。
そ

し
て
会
社
は
合
名
会
社
、
合
資
会
社
、
株
式
会
社
の
三
種
と
す
る
こ
と
が
五
十
四
条

で

さ
だ
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
有
限
会
社
も
あ
る
。
し
か
し
、
本
稿
の
対
象
と
す

る
「
会
社
」
は
商
法
や
有
限
会
社
法
の
会
社
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
保
険

業
な

ど
の
相
互
会
社
は
も
と
よ
り
、
協
同
組
合
や
同
志
的
集
団
の
よ
う
に
商
行
為
や



高野山と比叡山の会社墓

表

1
　
高
野
山
の
会
社
墓
（
建
立
年
順
）

会

社

名

－
北
尾
新
聞
鋪

2
松
下
電
器
産
業
㈱

3
大
阪
小
林
薬
学
実
験
所

4
丸
善
石
油
㈱

5
久
保
田
鉄
工
㈱

6
大
阪
瓦
斯
㈱

7
和
泉
紡
績
㈱

8
富
士
車
輌

9
南
海
電
気
鉄
道
㈱

10

京
都
宮
坂
鉄
工
所

11

藤
井
毛
織
㈱
、
関
連
会
社

12
写
真
業
界

13

大
阪
黒
瀬
鉄
工
所

14

日
産
自
動
車
㈱

15

江
崎
グ

リ
コ
㈱

16

酉
島
製
作
所

17

三
宝
伸
銅
工
業
㈱
他
二
社

18

㈱
千
日
総
本
社

9
シ
ャ
ー
プ

ー20

大
阪
港
区
マ
ツ
ダ
木
材
店

2ー

フ

ロ

イ
ン
ド
製
薬
㈱

22

栗
本
鉄
工
所

23

ヤ

ク
ル
ト

建
立
年
月
日

一九
二七
・
九

一九
三八
・
九

完
三
九
±

完
四
一
・
＋

一九
四三
八

一九
五
二
八

完
五
〇
人

一九
五三
・
三

一九
五干
六
三
＋
六

一九
五
二
八

一九
五三
六

一九
五
四
±

一九
五六
・
五

一九
五
六
・
六
二

三
五
七
ん

一九
五七
・
＋

一九
五
八
人

一九
六〇
＋
二

完
六
マ
七

一九
三
λ

一九
六
二

一九
六
二
λ

一九
六三
八

一九
六
四
・
二
三

一九
六
四
三

名

称

物
故
店
員
之
墓

物
故
者
墓
（
供
養
塔
）

同
所
員
累
代
精
霊

関
係
物
故
者
供
養
塔

久
保
田
権
四
郎
翁
墓
誌
借

物
故
従
業
員
供
養
塔

供
養
塔

縁
故
者
供
養
塔

物
故
老
供
養
塔

供
養
塔

供
養
塔

墓
、
物
故
従
業
員
之
霊

先
賢
万
霊
之
碑

物
故
従
業
員
慰
霊
碑

従
業
員
物
故
者
墓

供
養
塔

供
養
塔

供
養
塔

供
養
廟

供
養
塔

物
故
者
各
霊
菩
提

物
故
者
慰
霊
塔

形

態

五
輪
塔

角
塔
角
塔
五
輪
塔

宝
俵
印
塔

円
墳
三
層
塔

五
輪
塔

角
塔
宝
塔
宝
俵
印
塔

五
輪
塔

円
筒
形

銅
像
角
塔
宝
塔
宝
塔
五
輪
塔

洋
型

角
塔
五
輪
塔

縦
形

墓
誌○○ ○○　○　○ ○○○

霊
標○○○ ○

社
長
墓

家家　個家　個
　の　人　　人
　み

家
の

み

家
の

み

家 個
人

家家

名
刺
受

○○○

備

考

昏

叙
勲
等
顕
彰
の
墓
誌

小

田
原
大
造
顕
彰
碑

交
通
事
故
物
故
者
諸
精
霊
供
養
塔

所
在
地

奥奥奥奥奥奥奥奥奥奥奥奥奥奥奥奥奥奥奥
ののののののののののののののののののの
院院院院院院院院院院院院院院院院院院院

奥奥奥奥奥
ののののの
院院院院院
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会

社

名

24

和
歌
山

湊
組
関
連
企
業

25

千
代
田
生
命

26

光
洋
精
工
㈱

27

紙
器
業
並
に
関
連
業
界

28

三
光
汽
船
㈱

29

松
下
冷
機
㈱

30

㈱
名
村
造
船
所

31

仁
丹

32
南
海
汽
船
㈱

33

新
明
和
工
業

34

㈲
藤
田
酒
販

35

㈱
紀
州
農
園

36

柏
原
機
械
製
作
所

37

し
ろ
あ
り
対
策
協
会

38

㈱
北
海
鉄

工
所
グ

ル
ー
プ

39

小
島
集
団

40

㈱
興
紀
相
互
銀
行

41

高
尾
企
業

42

中
谷
関
連
会
社

43
東
洋
紙
業
㈱

44

明
和
住
宅
・
山
洋
住
宅

45
中
野
組
石
材
工
業
㈱

46

㈱
樫
村

47

三
和
電
気
土
木

工
事
㈱

48

㈱
清
水
商
店

49

住
江
織
物
㈱

建
立
年
月
日

一
名

称

一九
六
四
・
四

一九
六
四
・
四
・
＋
五

一九
六
五
人

一九
六
七
九

完
六
八
±

完
六
九
三

一九
六
九
元

一九
六
九
±

玉
ハ
九
±

一九
六
九
÷
二
五

一九
六
九
・
±
三
＋
九

一九
七
〇

完
七
〇
＋
二

完
七
一
・
四
・
七

一九七一

⊥ハ

完
七
一
’
七
±

一九七一
・

八
・
十
七

一九
七
二
八

完
七
二
・
五

完
七
二
・
九
三
＋
三

一九
七
二
±

完
七
二
・
±

一九
七
三
春
彼
岸

完
七
三
・
四
±

一九
七三
六

一九
七三
・
七

物
故
社
員
墓
所

先
人
之
碑

慰
霊
碑

物
故
老
諸
霊
奉
安
御
所

慰
霊
碑

物
故
者
之
墓

（
慰
霊
碑
）

有
縁
物
故
者
慰
霊
碑

供
養
廟

供
養
塔

慰
霊
碑

供
養
塔

物
故
従
業
員
慰
霊
碑

慰
霊
碑

物
故
老
慰
霊
塔

物
故
者
供
養
塔

物
故
者
慰
霊
碑

従
業
員
墓
所

物
故
者
慰
霊
碑
（
供
養
塔
）

物
故
者
供
養
塔

慰
霊
碑

従
業
員
物
故
者
供
養
塔

無慰
霊
塔

慰
霊
碑
（
供
養
碑
）

物
故
者
墓
所

形

態
盲
÷
藻

五
輪
塔

五
輪
塔

ベ
ア

リ
ン
グ

五
輪
塔

洋
型
角
塔
自
然
石

宝
塔
五
輪
塔

ア

ポ
ロ

ー1

号

十

三
層
塔

角
塔
自
然
石

五
輪
塔

宝
俵
印
塔

五
輪
塔

一
石
五
輪
塔

宝
塔
宝
塔
五
輪
塔

縦
形
五
輪
塔

五
輪
塔

洋
型
六
角
塔

○○○○○　○○
○○

○○ ○

社
長
墓

個
人

個
人
と

縁
族

家
の
み

家家

名
翌
備

○○○○　○ ○○ ○○

考

吉
田

市
之
助
顕
彰
碑

社
名
変
更

南
海
丸
遭
難
供
養
物
故
者
供
養
塔

所
在
地

奥大奥大奥奥奥大奥大大大奥大奥奥奥奥奥奥奥奥奥奥奥奥
の霊の霊ののの霊の霊霊霊の霊のののののののののののの
院園院園院院院園院園園園院園院院院院院院院院院院院院
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50

P
A
R
I
S
（
瀧
井
㈱
）

51

東
洋
ゴ
ム
工
業
㈱

52
大
阪
印
刷
関
連
団
体
協
議
会

53
若
松
電
気
工
業
所

54

鶴
屋
㈱

55

佐
々
木
工
業
㈱

6
コ
ク
ヨ

557

和
歌

山
県
商
工
信
用
組
合

58

日
本
化
学
工
業
㈱

59

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
㈱

60

㈱
紀
陽
銀
行

61

兵
庫
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

62

全
国
建
設
専
門
工
事
業
団
体
連
合
会

63

㈱
小
松
製
作
所

64
京
都
五
條
寝
具
㈱

65

㈱
内
崎
商
会

66

読
売
新
聞
販
売
人

67
キ
ャ

ノ
ン

68

浅
野
歯
車

工
作
所

69

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会

70

ミ
ノ
ル
タ
カ
メ
ラ
㈱
一

71

そ
ご
う

72

大
阪
府
石
材
事
業
協
同
組
合

73
麟
麟
麦
酒
㈱

完
七
三
七

［九
七
三
入
二

一九
七三
・
八
・
二
十

一九茜
・
三

完
七
四
春
彼
岸

完
茜
・
七

一九茜
人
三
＋

一九
七
四
ん
・
克

一九
七
五
・
三
三
±

天
芸
入
・
＋
九

一九
七三
九
・
九

兀
七
六
・
四

一九
七六
・
四

完
七
六
・
写
＋
三

一九
七
七

一九
七七
・
五

完
七
七
・
五

完
七
七
十
七

完
七
七
・
±

一九
七
八十
二

一九
七
八
±

一九
八〇
・
七
三
＋
九

一九
八〇
・
八
二

一九
八〇
±

供
養
塔

供
養
塔

大
阪
印
刷
産
業
人
物
故
老

納
骨
塔

物
故
者
墓
所

慰
霊
碑

物
故
者
慰
霊
塔

物
故
者
慰
霊
塔

墓
所
慰
霊
塔

物
故
者
供
養
（
慰
霊
）
塔

漁
友
鎮
魂
之
塔
、
漁
民
共

同
慰
霊
塔

土
木
建
築
殉
職
者
之
墓

（建

士
之
墓
）

慰
霊
碑

物
故
者
慰
霊
塔

慰
霊
塔

先
人
の
碑

物
故
者
供
養
塔

大
阪
府
和
歌
山
県
物
故
ラ

イ
オ
ン
ズ
慰
霊
碑

物
故
者
慰
霊
塔

慰
霊
塔

安
霊
塔
（
慰
霊
碑
）

供
養
塔

五
輪
塔

五
輪
、
宝
俵

円
墳
五
輪
塔

五
輪
塔

角
塔
五
輪
塔

五
輪
塔

五
輪
塔

五
輪
塔

五
輪
塔

縦
形

角
塔

洋
型

一
石

五
輪
塔

五
輪
塔

洋
型
五
輪
塔

洋
型

五
輪
塔

宝
塔
宝
塔
五
輪
塔

○○○○　○　○○○　○○○○○○　○○

○　○○　○○

家
の
み

家家家
の
み

家

○○○○○○
カ
プ
セ
ル

海
の
幸
供
養
塔

聖
観
世
音
菩
薩

奥奥大大
のの霊霊
院院園園

大奥大大奥奥奥　奥
霊iの霊霊ののの　の
園院園園院院院　院

奥奥大奥大大大奥奥
のの霊の霊霊霊のの
院院園院園園園院院

大奥大
霊の霊
園院園
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会

社

名

74

全
国
箸
関
連
業
者

75
溝
端
紙
工
印
刷
㈱
、
関
連
各
社

76
㈱
中
山
製
鋼
所

77
興
農
合
作
社

78
㈱
盛
工
務
店

79
大
師
陀
。
⊇
維
尼
製
薬

80
ア

ジ

ア

航
測
グ

ル

ー
プ

8ー

ニ
ヅ

タ
㈱
他
、
関
係
各
社

82

日
本
臓
器
製
薬
㈱

83
中
本
名
玉
堂

84
吉
田

自
動
車
工
業
㈱
、
吉
田
輸
送
㈱

85
寺
岡
造
船
㈱

86

名
古
屋
市
丸
高
㈱

87

松
下
電
子
応
用
機
器

㈱

88

丸
正
百
貨
店

89

小
林
製
薬
㈱

90
藤

田
土
地
㈱

91

浜
崎
水
産
㈱

92
河
内
精
機
㈱

93

セ

ン

コ

ー
㈱

94

和
泉
化
成
㈱

95

ス
バ

ル
興
業
㈱

96

花
谷
建
設
工
業
㈱

97

雅
興
産

建
立
年
月
日

完
八
二
九

完
八
二
九

一九八一
・

十
・
二
十
＝

完
八
丁
＋

完
八
三

一九
八三
・
七

｝九
八三
・
九
・
二
十
二

一九
八三
・
十

一九
八四
・
三

一九
八四
春
彼
岸

完
八
四
・
五

一九
八四
・
＋

兀
八
五
⊥
ハ

完
八
五
・
九

完
八
五
・
九
三
＋
六

一九
八五
・
十
・
十
一

一九
八六
・
三

一九
八六
・
＋

完
八
七
・
五

一九
八
七
・
七
二

完
八
七
人

一究
二
八

一九
八七
・
＋

一九
八
八
人

一九
八
八
ふ

名

称

物
故
老
慰
霊
塔

物
故
者
慰
霊
塔

物
故
者
供
養
塔

同
志
之
碑

慰
霊
塔

供
養
塔

慰
霊
碑

物
故
者
慰
霊
塔

供
養
塔

墓
所
祷

慰
霊
塔

物
故
者
供
養
塔

慰
霊
塔
（
先
人
之
碑
）

慰
霊
塔

有
縁
物
故
者
供
養
廟

供
養
塔

供
養
塔

物
故
者
供
養
塔
（
慰
霊
塔
）

供
養
塔

供
養
塔

供
養
塔

雅
興
産
並
関
連
企
業
物
故

社
員
供
養
塔

形

旦
墓
誌

宝
薩
印
塔

宝
塔
五
輪
塔

角
塔
宝
俵
印
塔

五
輪
塔

三
角
点

五
輪
塔

五
輪
塔

角
塔

五
輪
塔

五
輪
塔

五
輪
塔

五
輪
塔

宝
塔
、
家
型

五
輪
塔

五
輪
塔

五
輪
塔

一
石
五
輪
塔

五
輪
塔

五
輪
塔

五
輪
塔

○○○○○○○○○○○○

霊
標

○○○○○○○○

社
長
墓

家家家家家
の
み

家家家

名
刺
受

○○○○○

備

昔

転
墓

錨魚
藍
観
世
音
菩
薩

「
殉
職
者
の
霊
」
碑

考

所
在
地

奥大奥大奥奥大奥奥大奥奥奥奥奥奥大大大大大
の霊の霊のの霊のの霊のののののの霊霊霊霊霊
院園院園院院園院院園院院院院院院園園園園園

奥
の
院

奥
の
院

奥
の
院
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98

福
川
建
設
㈱

99
吉
富
製
薬

珊
南
海
化
学
工
業
㈱

皿
松
下
興
産
㈱
並
関
連
会
社

皿
築
野
食
品

工
業
㈱

m
㈲
そ

れ
い
ゆ

　
大
吉
住
宅
、
大
吉
建
設

一九
八九
・
八
・
十
二

一九
九〇
・
八
∴

一究
〇
＋

一究
9
＋

一究
＝
ハ

完
九
＝
ハ

慰
霊
碑

有
縁
物
故
者
慰
霊
塔

供
養
塔

物
故
者
之
墓
（
慰
霊
塔
）

物
故
従
業
員
供
養
塔

洋
型
五
輪
塔

五
輪
塔

角
塔
五
輪
塔

○○○○

○

家
の

み

○○

大
霊
園

奥
の
院

奥
の
院

奥
の
院

奥
の
院

奥
の
院

＊
会
社
名
の
番
号
は
地
図
と
対
応
し
て
い
る
。

＊
名
称
は
会
社
供
養
塔
の
名
称
で
あ
り
、
家
墓
の
み
の
場
合
に
は
名
称
を
記
入
し
て
い
な
い
。

＊
形
態
は
会
社
供
養
塔
の
形
態
で
あ
り
、
社
長
な
い
し
そ
の
一
族
の
墓
の
形
態
で
は
な
い
。

＊
社
長
墓
の
欄
に
お
け
る
家
は
家
墓
、
個
人
は
個
人
墓
の
意
で
あ
る
。

表

2
　
比
叡
山
延
暦
寺
大
霊
園
の
会
社
墓
（
建
立
年
順
）

高野山と比叡山の会社墓

会

社

名

1
東
光
商
事
㈱

2
㈱
滋
賀
銀
行

3
佐
川
急
便
グ
ル
ー
プ

4
大
織
（
だ
い
お
り
）
福
祉
協
力
会

5
大
三
織
物
㈱

6
㈱
大
阪
銀
行

7
佐
々
木
工
業
㈱

8
丸
大
食
品
㈱

9
丸
松
㈱

10
国
華
産
業
㈱

11

㈱
森
組

12
大
阪
船
場
繊
維
卸
商
団
地
共
同
組
合

13
高
山
㈱

建
立
年
月
日

一九
七
八
人

一九
七
八±
・
三
＋

完
七
九
⊥
ハ

一九
七九
・
七

一九
八
9
五

完
八
〇
元

一九
八三
・
二

一九
八三
六
・
＋

一九
八四
・
九
・
三

完
八
四
・
三

完
八
六
・
九

一九
八七
・
三
・
十
九

完
八
七
±

名

称

慰
霊
塔

物
故
者
慰
霊
塔

供
養
塔

慰
霊
塔

供
養
塔

慰
霊
塔

永
代
供
養
塔

供
養
塔

無慰
霊
塔

慰
霊
塔

先
賢
慰
霊
之
碑

永
代
供
養
塔

形

態

五
輪
塔

五
輪
塔

宝
塔
十
三
層
塔

宝
塔
五
輪
塔

五
輪
塔

五
輪
塔

五
輪
塔

五
輪
塔

五
輪
塔

縦
形
五
輪
塔

墓
誌○○○○○○○○○○○○

「藁○○○○○

「社
長
墓

○○○

名
刺
受

○○○○○○○○○○

備

考

聖
観
音
像
、
あ
ず
ま
や

「所
在
地

解
脱
い

光
明
と

解
脱
ろ

解
脱
ろ

蓮
華
い

光
明
い

光
明
い

光
明
ほ

光
明
い

解
脱
に

光
明
い

功
徳
は

解
脱
に
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会

社

名

14
㈱
三
星
堂

15

廣
瀬
商
事
㈱

16
㈱
ダ
イ
ヘ
ン

ー7

東
洋
建
設
㈱

18

埠
頭
興
業
㈱

19

積
水
化
学
工
業
㈱

20
黒

田
電
気
㈱

21

㈱
ド
ン
ク

22

旭
㈱

建
立
年
月
日

一九
八八
・
＋

一九
八九
・
三

完
八
九
±

一九
八
九
±

完
九
〇
三

一究
〇
三

一九
九〇
・
六

一
究
O
W

完
九
〇
±

名

称

物
故
者
慰
霊
塔

勝
縁
塔

物
故
者
慰
霊
之
碑

先
人
の
碑

供
養
塔

先
人
の
碑

供
養
塔

先
人
畏
敬
の
碑

永
代
供
養
碑

物
故
者
供
養
塔

形

態

五
輪
塔

五
輪
塔

洋
型
五
輪
塔

五
輪
塔

縦
形
宝
塔
自
然
石

五
輪
塔

墓
誌

○○○○○○○

霊
亙
社
長
墓

○○

○○

丁
受○○

備

考

所
在
地

解
脱
に

解
脱
は

蓮
華
へ

蓮
華
へ

光
明
ほ

光
明
と

光
明
ほ

解
脱
い

光
明
と

＊
会
社
名
の
番
号
は
地
図
と
対
応
し
て
い
る
。

＊
名
称
は
会
社
供
養
塔
の
名
称
で
あ
り
、
形
態
は
会
社
供
養
塔
の
形
態
で
あ
る
。

356

営
利
に
準

じ
る
活
動
を
し
て
い
る
団
体
、
さ
ら
に
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
よ
う
な
関

連
の
親
睦
団
体
な
ど
も
ふ
く
ま
れ
る
。
社
長
お
よ
び
そ
の
一
族
の
家
墓
の
み
で
あ
っ

て

も
、
会
社
名
や
店
名
の
表
示
の
あ
る
も
の
は
除
外
し
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
各
種

の

学
校
や
家
元
制
度
の
流
派
は
、
営
利
を
も
と
め
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
教
育
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

教
養
を

主
目
的
と
す
る
の
で
、
本
稿
の
対
象
外
と
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
基
準
に
も
と
つ
い
て
高
野
山
と
比
叡
山
の
会
社
関
連
の
墓
を
列
挙
す

る
と
、
表
1
・
表
2
の
よ
う
に
、
一
九
九
二
年
五
月
の
高
野
山
に
は
一
〇
三
（
奥
の

院
が
七

五
、
大
霊
園
が
二
八
）
、
一
九
九
一
年
七
月
の
比
叡
山
に
は
二
三
（
横
川
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

一、

大
霊
園
が
二
二
）
、
計
一
二
六
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
墓
の
こ
と
を
高
野
山
で
は

「
会
社
墓
」
と
か
「
企
業
墓
」
と
通
称
し
て
い
る
。
比
叡
山
で
は
「
法
人
墓
」
「
法
人

墓
地
L
「
法
人
霊
地
」
が
公
称
で
あ
る
が
、
「
会
社
墓
」
と
い
う
呼
称
も
使
用
さ
れ
て

い

る
。
こ
の
よ
う
に
、
い
ま
だ
会
社
関
連
の
墓
に
対
す
る
統
一
的
な
名
称
は
な
い
。

概
念
上
、
「
法
人
墓
」
は
「
会
社
墓
」
を
包
摂
す
る
上
位
概
念
で
あ
る
が
、
学
校
法

人

な
ど
を
ふ
く
ん
で
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
、
会
社
が
あ
く
ま
で
も
中
心

で

あ
る
し
、
墓
石
に
も
株
式
会
社
を
は
じ
め
と
す
る
「
会
社
」
の
文
字
の
ほ
う
が

「
企
業
」
の
そ
れ
よ
り
も
は
る
か
に
使
用
頻
度
が
た
か
い
の
で
、
以
後
「
会
社
墓
」

と
い
う
名
称
を
使
用
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
実
際
の
会
社
墓
を
構
成
す
る
も
の
は
塔
や
碑
の
ほ
か
に
、
墓
誌
、
霊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ず
ま
や

標
、
名
刺
受
、
燈
籠
、
仏
像
、
卒
塔
婆
、
手
水
鉢
、
荷
物
台
、
植
栽
、
玉
垣
、
四
阿

な
ど
で
あ
る
。
そ
の
中
核
と
な
る
塔
や
碑
の
名
称
は
か
な
り
多
様
で
あ
る
。
表
3
を



高野山と比叡山の会社墓

表3　名称の分類

山叡比山野高

総計
1小計

大霊園横川小計大霊園奥の院

50

49

5
2

ー
1
0
9
」
－

9
　
　
0
∨
　
n
δ
　
　
－

1
　
　
0
　
　
0
　
　
0

40

40

2
1

20

7
1
0

20

33

1
1

盤
催
臥
韻

＊名称が重複している場合もかぞえている。

廟
の
前
に
も
同
様
に
、
供
養
、
物
故
者
、

ど
の
文
句
が
つ
く
組
み
合
わ
せ
も
あ
る
。

先
人
之
碑
、
先
人
畏
敬
の
碑
、
先
賢
万
霊
之
碑
、

も
あ
る
。
表
3
に
よ
る
と
、
先
人
は
五
例
、

は
、
安
霊
塔
、
勝
縁
塔
、
納
骨
塔
、
鎮
魂
之
塔
、

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
塔
や
碑
に
関
し
て
は
、

で
は
便
宜

上
、
「
会
社
供
養
塔
」
と
い
う
名
称
を
総
称
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
に
し

た

い
。
そ
の
理
由
は
、
供
養
塔
と
き
ざ
ま
れ
た
事
例
が
い
ち
ぽ
ん
お
お
い
か
ら
で
あ

み

る
と
、
「
供
養
」
と
「
慰
霊
」
の
使
用
頻

度

に
は
ほ

と
ん
ど
差
が
な
い
。
表
1
・
表

2
の
名
称
の
欄
を
み
る
と
、
も
っ
と
も
一

般
的
な
の
は
供
養
塔
（
四
四
例
）
で
あ
り
、

そ

れ

に

つ
ぐ
の
が
慰
霊
塔
（
二
九
例
）
で
あ

る
。
塔
に
関
し
て
は
「
供
養
」
が
「
慰
霊
」

を
う
わ
ま
わ
る
。
し
か
し
、
碑
の
場
合
は
、

ど
う
い
う
わ
け
か
慰
霊
碑
な
い
し
慰
霊
之

碑
が

お
お

く
（
二
〇
例
）
、
供
養
碑
は
わ

ず

か
一
例
に
す
ぎ
な
い
。
塔
や
碑
に
は
供

養
や
慰
霊
の
ほ
か
に
、
物
故
老
、
従
業
員

物
故
者
、
物
故
従
業
員
、
有
縁
物
故
者
、

縁
故
者
、
あ
る
い
は
永
代
な
ど
の
文
字
が

つ
く
場
合
が
す
く
な
く
な
い
。
墓
、
墓
所
、

物
故
店
員
、
物
故
社
員
、
有
縁
物
故
者
な

先
人

と
か
先
賢
と
い
う
表
現
を
つ
か
っ
て
、

　
　
　
先
賢
慰
霊
之
碑
と
形
容
し
た
も
の

　
先
賢
は
二
例
が
み
ら
れ
る
。
例
外
的
に

　
　
　
同
志
之
碑
、
殉
職
者
之
墓
な
ど
が

　
画
一
的
な
名
称
は
な
い
。
そ
こ
で
本
稿

る
。

⇔
　
供
養
塔
建
立
の

歴
史

　

比
叡
山
と
高
野
山
は
日
本
を
代
表
す
る
仏
教
の
中
心
地
で
あ
る
。
比
叡
山
は
最
澄

（
伝
教
大
師
）
、
高
野
山
は
空
海
（
弘
法
大
師
）
に
よ
っ
て
開
山
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
天

台
宗
と
真
言
宗
の
総
本
山
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
比
叡
山
と
高
野
山
を

比
較
す

る
と
、
前
者
が
学
問
仏
教
の
最
高
学
府
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
後
者
は
庶
民

仏
教
の

最
大

聖
地
で

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
比
叡
山
は
「
仏
教
の
母
山
」
と
よ
ぽ
れ
、

高
野
山
は
「
日
本
総
菩
提
所
」
と
う
た
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
性
格
の
相
違
は
、
墓
地

の

形
態
に

も
如
実
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
比
叡
山
に
は
伝
教
大
師
の
廟
や
僧
侶
の
墓

は

あ
っ
て
も
、
在
家
の
墓
地
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
弘
法
大
師
廟
の
あ
る
高

野

山
奥
の
院
で
は
、
古
代
末
期
以
来
の
納
骨
・
納
髪
や
塔
婆
供
養
の
風
習
が
い
ま
で

も
さ
か
ん
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
奥
の
院
に
つ
ら
な
る
旧
参
道
の
両
脇
に
は
、
大

名
供
養
塔
（
大
名
墓
）
を
は
じ
め
と
す
る
無
数
の
墓
石
群
が
欝
蒼
と
し
た
木
立
の
な

か
に
林
立

し
て
い
る
（
写
真
1
、
写
真
2
）
。
現
存
す
る
最
古
の
墓
石
は
平
安
末
か

ら
鎌
倉
初
期
の
五
輪
塔
の
残
欠
で
あ
り
、
墓
石
数
は
二
〇
万
を
こ
え
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。

　
高
野
山
奥
の
院
の
会
社
墓
は
一
の
橋
を
起
点
と
す
る
参
道
の
な
か
に
も
点
在
す
る

が

（
図
1
）
、
東
側
に
位
置
す
る
公
園
墓
地
（
約
一
万
坪
）
に
お
け
る
威
容
が
め
だ

つ

（
図
2
）
。
こ
の
公
園
墓
地
は
戦
後
、
戦
没
者
を
ま
つ
る
英
霊
殿
の
完
成
に
と
も

な
い
、
あ
ら
た
に
造
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
一
九
六
九
年
に
は
隣
接
の
山
斜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
57

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

面
に
約
二
万
坪
の

総
本

山
金
剛
峯
寺
高
野
山
大
霊
園
（
以
下
、
高
野
山
大
霊
園
）
が
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写真2　加賀藩二代藩主前田利長の供養塔

熟§

、．
舷・、

写真1　高野山奥の院参道

　奥の院

弘法大師御廟

l
l
∀御廟橋

⑬

①⑩⑲中　⑳⑳⑳

⑩

身
㌍

　器

図1　高野山の会社墓略図（奥の院）

358



高野山と比叡山の会社墓

」
〕
〔

⑮

⑫

ー
〔
ー
〕

〕
〔

⑰

＠

⑰

⑰

中の橋大駐車場

高野山の会社墓略図（奥の院公園墓地）図2
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図3　高野山の会社墓略図（大霊園）
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比叡山延暦寺
　大霊園本堂
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図4　比叡山延暦寺大霊園の会社墓略図
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開
設
さ
れ
た
。
霊
園
内
の
主
要
道
路
の
両
側
は
会
社
供
養
塔
で
ほ
ぼ
独
占
さ
れ
て
い

る
（
図
3
）
。

　
比
叡
山
で
は
、
比
叡
山
延
暦
寺
大
霊
園
（
以
下
、
比
叡
山
大
霊
園
）
が
大
津
市
伊

香
立
上
竜
華
町

に
一
九
七
七
年
に
造
成
さ
れ
た
（
写
真
3
）
。
堅
田
か
ら
比
叡
山
に

ぬ
け

る
道
路
に
沿
っ
た
山
の
中
腹
に
あ
り
、
全
体
の
敷
地
は
約
六
万
坪
で
あ
る
。
造

成
の

翌
年
に

は
、
た
だ
ち
に
会
社
供
養
塔
が
建
立
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
法
人
墓
地
の

区

画
が
一
般
墓
地
と
は
別
に
確
保
さ
れ
、
会
社
墓
は
図
4
の
よ
う
に
分
布
し
て
い
る
。

　
墓
地
利

用
や
納
骨
に
際
し
、
比
叡
山
や
高
野
山
は
「
仏
教
の
母
山
」
「
日
本
総
菩

提
所
」
と
し
て
宗
教
・
宗
派
・
国
籍
を
と
わ
な
い
こ
と
を
う
た
っ
て
い
る
。
そ
れ
は

会
社
墓
の
建
立
に
と
っ
て
好
都
合
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
法
要
の
執
行
に
あ
た
る
の

は
比
叡
山
や
高
野
山
の
僧
侶
で
あ
り
、
他
宗
・
他
派
の
関
与
は
制
限
さ
れ
て
い
る
。

　
高
野
山
の
奥
の
院
墓
地
に
会
社
供
養
塔
が
出
現
し
た
の
は
昭
和
初
期
で
あ
る
。
一

九

二
七

（
昭
和

二
）
年
九
月
吉
日
、
北
尾
新
聞
鋪
が
家
墓
と
と
も
に
物
故
店
員
之
墓

を

建
立

し
て
い
る
。
門
柱
に
は
大
阪
北
尾
家
墓
所
な
ら
び
に
物
故
店
員
之
墓
と
き
ざ

ま
れ
て
い
る
（
写
真
4
）
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は
こ
れ
が
最
古
で
あ
る
が
、
無
数

の

墓
石
の

な
か
に
あ
ら
た
な
「
発
見
」
の
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。
し
か
し
、
初
期

の

会
社
供
養
塔
を

代
表
す

る
の
は
一
九
三
八
年
九
月
に
建
立
さ
れ
た
松
下
電
器
産
業

の

物
故
者
墓
で

あ
る
（
写
真
5
）
。
供
養
塔
に
は
「
松
下
電
器
物
故
者
墓
」
と
き
ざ

ま
れ
て
い
る
が
、
墓
所
の
入
口
に
あ
る
供
養
塔
建
立
誌
に
は
、
「
永
代
供
養
塔
」
と

し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
戦
前
で
は
一
九
三
九
年
の
小
林
薬
学
と
一
九
四

一
年
の
丸
善
石
油
の
例
が
あ
る
。
久
保
田
鉄
工
は
一
九
四
三
年
の
創
業
者
墓
誌
が
あ

る
け
れ
ど
も
、
物
故
従
業
員
供
養
塔
が
建
立
さ
れ
た
の
は
一
九
五
二
年
で
あ
る
（
写

真
6
）
。
戦
後
は
、
　
一
九
五
〇
年
代
か
ら
徐
々
に
ふ
え
は
じ
め
、
そ
の
前
半
で
は
大

阪
ガ

ス
、
和
泉
紡
績
、
富
士
車
両
、
南
海
電
気
鉄
道
、
そ
の
後
半
に
は
写
真
業
界
、

日
産
自
動
車
、
江
崎
グ
リ
コ
な
ど
、
関
西
に
本
社
を
か
ま
え
る
有
力
会
社
が
供
養
塔

を
建
立
し
た
。
そ
の
ペ
ー
ス
は
一
九
六
〇
年
代
の
高
度
成
長
期
に
さ
ら
に
拍
車
が
か

か

り
、
シ
ャ
ー
プ
、
ヤ
ク
ル
ト
、
千
代
田
生
命
、
三
光
汽
船
、
新
明
和
工
業
、
仁
丹

な
ど
の
大
会
社
が
供
養
塔
を
建
て
、
一
九
七
〇
年
代
に
も
同
様
の
増
加
が
み
ら
れ
た
。

七
〇
年
代
の
大
手
企
業
に
は
東
洋
ゴ
ム
工
業
、
小
松
製
作
所
、
浅
野
歯
車
工
作
所
な

ど
が
名
を
つ
ら
ね
て
い
る
。
一
九
八
〇
年
代
に
は
、
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
や
ス
バ
ル
工
業

な
ど
の
有
名
企
業
が
供
養
塔
を
建
設
し
て
い
る
。
一
九
九
〇
年
代
に
な
っ
て
も
、
供

養
塔
造
立
は
お
と
ろ
え
を
み
せ
て
い
な
い
。

　

他
方
、
延
暦
寺
大
霊
園
に
は
一
九
七
八
年
に
東
光
商
事
と
滋
賀
銀
行
の
供
養
塔
が

建
立

さ
れ
、
一
九
七
九
年
に
は
佐
川
急
便
グ
ル
ー
プ
と
大
織
福
祉
協
力
会
の
威
風
堂

々

た

る
供
養
塔
が
な
ら
ん
で
そ
び
え
た
っ
た
（
写
真
7
、
写
真
8
）
。
一
九
八
〇
年

代
に
は
い
る
と
、
大
阪
銀
行
や
丸
大
食
品
な
ど
が
つ
づ
き
、
と
り
わ
け
一
九
八
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

（
平
成

元
）
年
に
な
っ
て
か
ら
急
増
の
傾
向
を
し
め
し
て
い
る
。
な
お
、
比
叡
山
横

か

わ川
に
は
日
本
生
命
の
慰
霊
塔
が
創
業
八
〇
年
の
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
一
九
七

二
年
に
建
立

さ
れ
て
い
る
。
比
叡
山
で
は
こ
れ
が
最
初
の
会
社
供
養
塔
で
あ
る
。

　

以

上
、
高
野
山
と
比
叡
山
に
お
け
る
会
社
供
養
塔
を
と
り
あ
げ
た
が
、
そ
れ
以
外

に

も
若
干
の
会
社
供
養
塔
が
存
在
し
て
い
る
。
関
西
で
は
、
一
九
八
八
年
四
月
、
ア

サ
ヒ

ビ

ー
ル
発
祥
の
地
、
吹
田
工
場
内
に
「
先
人
の
碑
」
が
建
て
ら
れ
た
。
ち
な
み

に
、
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
は
一
九
八
七
年
三
月
、
辛
口
の
「
ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
」
を
新
発

売

し
、
低
迷
し
て
い
た
シ
ェ
ア
を
大
幅
に
の
ば
し
、
「
ド
ラ
イ
戦
争
」
の
火
つ
け
役

362
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を

は
た

し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
C
I
（
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

と
の
関
連
で
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
関
西
で
は
こ
の
ほ
か
、
京
都
の
大
徳
寺
や
天
竜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

寺
、
あ
る
い
は
奈
良
の
三
笠
霊
苑
に
も
数
基
の
会
社
供
養
塔
が
存
在
す
る
。
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

池

田
市
に
は
山
善
の
供
養
塔
が
あ
る
。
関
東
で
は
、
ふ
る
く
は
伊
勢
丹
社
員
之
墓
が

あ
る
。
こ
れ
は
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
に
、
創
業
老
の
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
東
京

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

日
暮
里
の
本
行
寺
に
建
立
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
上
野
の
寛
永
寺
霊
園
に
は
、
向
井

建
設
が
一
九
六
九
年
に
創
業
六
〇
年
を
記
念
し
て
つ
く
っ
た
「
建
士
之
墓
」
が
存
在

（
8
）

す
る
。

　
会
社
供
養
塔
の
調
査
が
さ
ら
に
す
す
め
ぽ
、
も
う
す
こ
し
数
は
ふ
え
る
で
あ
ろ
う

が
、
会
社
供
養
塔
は
水
子
供
養
の
よ
う
な
全
国
的
な
ブ
ー
ム
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

現
状
で

は
、
主
と
し
て
関
西
の
地
域
的
な
現
象
と
し
て
顕
在
化
し
て
い
る
と
い
っ
て

よ
い
。

⇔

　
会
社
の

地
域

と
業
種

　
高
野
山
や
比
叡
山
に
会
社
墓
を
も
つ
会
社
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
も
っ
て
い
る
の

だ

ろ

う
か
。
ま
ず
地
域
別
、
業
種
別
に
検
討
し
て
み
よ
う
。
た
だ
し
、
現
段
階
で
は
、

す
べ
て
の
会
社
に
つ
い
て
、
そ
の
本
社
の
所
在
地
や
事
業
内
容
を
調
査
し
て
い
る
わ

け

で
は

な
い
の
で
、
お
よ
そ
の
傾
向
が
指
摘
で
き
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
地
域
別
に

み

る
と
、
高
野
山
で
は
関
西
の
会
社
が
圧
倒
的
に
お
お
い
。
と
く
に
大

阪
府
が
過
半
数
を
し
め
て
い
る
。
高
野
山
の
地
元
の
和
歌
山
県
が
そ
れ
に
つ
づ
き
、

近
隣
の

兵
庫
県
や
京
都
府
の
会
社
も
め
だ
つ
。
東
京
に
本
社
を
お
く
会
社
や
全
国
規

模
の
団
体
で
は
、
日
産
自
動
車
、
千
代
田
生
命
、
頗
麟
麦
酒
、
全
国
建
設
専
門
工
事

業
団
体
連
合
会
な
ど
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
で
は
名
古
屋
の
丸
高
や
愛
媛
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
64

の

寺
岡
造
船
な
ど
わ
ず
か
で
あ
る
。
比
叡
山
で
は
関
西
以
外
の
会
社
は
み
ら
れ
な
い
。
3

そ
し
て
高
野
山
と
同
様
に
、
大
阪
や
神
戸
の
会
社
や
団
体
が
大
多
数
を
し
め
る
が
、

地
元
の
滋
賀
や
京
都
の
会
社
も
わ
ず
か
に
み
ら
れ
る
。

　
業
種
別
に
み

る
と
製
造
業
が
圧
倒
的
に
お
お
く
、
高
野
山
で
は
約
七
割
に
達
し
、

比
叡

山
で
も
過
半
数
を
し
め
て
い
る
。
次
は
商
業
で
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
業
が
そ
れ
に

つ
づ

く
。
農
業
や
漁
業
は
極
端
に
す
く
な
い
。
換
言
す
れ
ぽ
、
第
二
次
産
業
、
第
三

次
産
業
、
第
一
次
産
業
の
順
と
な
る
。
業
界
の
団
体
は
七
を
か
ぞ
え
る
が
、
業
界
を

こ
え
る
親
睦
団
体
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
唯
一
存
在
す
る
に
す
ぎ
な
い
。

四
　
会
社
供
養
塔
の
形
態

　
会
社
供
養

塔
の
形
態
は
五
輪
石
塔
な
い
し
五
輪
塔
（
写
真
9
）
が
も
っ
と
も
お
お

く
、
表
4
に
み
る
よ
う
に
全
体
の
約
半
数
を
し
め
る
。
高
野
山
の
石
塔
群
の
な
か
で

も
圧
倒
的
に
お
お
い
の
が
こ
の
形
態
で
あ
る
。
五
輪
塔
は
地
水
火
風
空
の
五
輪
・
五

大
を

象
徴
す
る
密
教
的
な
塔
で
あ
る
が
、
平
安
末
に
あ
ら
わ
れ
鎌
倉
時
代
に
盛
行
を

み

た
。
高
野
山
で
は
江
戸
時
代
、
五
輪
塔
は
武
家
に
し
か
許
可
さ
れ
ず
、
庶
民
は
方

形
無
蓋
塔
に
限
定

さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
大
名
を
は
じ
め
と
す
る
武
家
の
供

養
塔
は
ほ
と
ん
ど
が
五
輪
塔
で
し
め
ら
れ
、
最
大
の
も
の
は
高
さ
六
メ
ー
ト
ル
を
こ

　
（
9
）

え
る
。
会
社
供
養
塔
の
五
輪
塔
は
標
準
的
な
正
形
五
輪
塔
が
大
多
数
を
し
め
る
が
、

一
石
五
輪
塔
も
わ
ず
か
に
存
在
す
る
（
写
真
1
0
）
。
比
叡
山
大
霊
園
で
は
、
会
社
供

養
塔
の
約
三
分
の
二
が
五
輪
塔
で
し
め
ら
れ
て
い
る
。

　
五
輪
塔
に

次
い
で
お
お
い
の
は
、
角
石
塔
な
い
し
角
塔
（
写
真
H
）
で
あ
る
。
高



高野山三比叡山の会社墓

写真10　内崎商会物故者慰霊塔

㎜ぎ
滋
盲
蟹
S
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／
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写真9　雅興産並関連企業物故社員供養塔

写真12積水化学工業「先人の碑」

．。蓬．

写真11　松下興産，並関連会社物故者之墓

計
㍑・

写真14　小島集団物故者供養塔

写真13　東洋紙業物故者供養塔

365



泌　薄　　　　ぷ　　守

i恒幽』』，－w　　＿

写真16　ドンク「先人畏敬の碑」

写真18　U産自動車物故従業［・i慰霊1陣

写真20　アジア航測グルーフ慰霊碑

土　　F

国立1浮i史民俗閣4フ館研麟11告　第49集　～1993・

一唱・音．’＝』 ピ

写真15　キャノン「先人の碑」

wぶ

写真17

，　．冶邉γ是
　　　　ロ　ド　　　　　　　　　ひ

酢「僧
　　　　　　響ξ

　　　　　写真19

融ず灘鱗泰

新明和工業慰霊碑

欝一

光洋精工慰霊碑

を

366



高野山と比叡山の会社墓

表4　会社供養塔の形態の分類

高　　野　　山 比　　叡　　山

奥の院大霊園1小計
横川 大霊園

59

13

11

1414

8
　
　
6
　
　
5
　
　
4
　
　
3
　
　
3

3
0
1
0
2
2
0
1

3
　
　
0
　
　
イ
⊥
　
　
0
　
　
ワ
一
　
1
　
　
0
　
　
1

0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
1
　
　
0
　
　
0

45

10

11

1530

7
　
　
6
　
　
3
　
　
2
　
　
3
　
　
2

3
3
4
3
0
0
0
0

7
　
　
8
3i

Q
U
　
　
3
　
　
9
臼
　
3
　
　
2

五輪塔

宝塔

角塔

洋型

宝俵印塔

縦形

層塔

一石五輪塔

自然石

＊洋型は横形の記念碑をさす。

野

山
で
は
松
下
電
器
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
崎
グ
リ
コ
、
全
国
建
設
専
門
工

事
業
団
体
連
合
会
な
ど
が
こ
の
形
態
を
採
用
し
て
い
る
。
松
下
グ
ル
ー
プ
の
松
下
冷

機
、
松
下
興
産
は
松
下
電
器
の
形
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
お
な

じ
松
下
グ
ル
ー
プ
で
も
、
松
下
電
子
応
用
機
器
の
場
合
は
五
輪
塔
で
あ
る
。
他
方
、

比
叡

山
の
会
社
供
養
塔
に
角
塔
は
な
い
。
六
角
塔
も
一
例
あ
る
が
、
こ
れ
も
角
塔
に

数

え
て
い
る
。
な
お
、
縦
長
で
横
断
面
が
方
形
の
石
塔
（
石
碑
）
が
あ
り
、
こ
れ
は

縦
形

（写
真

1
2
）
と
し
て
い
る
。

　
角
塔
と
お
な
じ
く
ら
い
に
あ
る
の
が
宝
塔
（
写
真
1
3
）
で
あ
る
。
宝
塔
の
ほ
か
に
、

宝

俵
印
塔
（
写
真
1
4
）
、
層
塔
（
写
真
8
）
の
よ
う
な
伝
統
的
形
態
も
み
ら
れ
る
。

高
野
山
で
は
宝
塔
が
宝
俵
印
塔
を
数
の
上
で
す
こ
し
う
わ
ま
わ
り
、
角
塔
に
次
い
で

い

る
。
宝
塔
を
も
つ
会
社
墓
は
高
野
山
と
比
叡
山
に
二
ニ
ヵ
所
み
ら
れ
る
。
屋
根
の

四

隅
に
突
起
状
の
独
特
の
装
飾
を
つ
け
た
宝
俵
印
塔
は
、
宝
俵
印
陀
羅
尼
を
お
さ
め

た

も
の
で
、
五
輪
塔
と
同
様
に
、
鎌
倉
時
代
に
普
及
し
た
。
高
野
山
に
は
六
つ
の
会

社
墓
に
宝
俵
印
塔
が
あ
る
が
、
比
叡
山
大
霊
園
の
会
社
墓
に
は
い
ま
だ
存
在
し
な
い
。

三
層
塔
は
高
野
山
の
大
阪
瓦
斯
に
唯
一
み
ら
れ
、
石
の
円
墳
の
上
に
の
っ
て
い
る
。

五
層
塔
は
比
叡
山
横
川
の
日
本
生
命
の
供
養
塔
に
し
か
み
ら
れ
な
い
。
十
三
層
塔
は

高
野
山
と
比
叡
山
に
各
一
ヵ
所
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

　
会
社
供
養
塔
で
ひ
と
き
わ
目
だ
つ
の
は
、
新
様
式
の
墓
碑
で
あ
る
。
ま
ず
、
横
長

長
方
形
の
石
塔
（
石
碑
）
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
洋
型
（
洋
塔
、
洋
碑
）
と
か
モ
ニ
ュ

メ
ソ
ト
型
と
い
わ
れ
て
い
る
（
写
真
1
5
）
。
高
野
山
で
は
シ
ャ
ー
プ
、
三
光
汽
船
、

小
松
製
作
所
、
キ
ャ
ノ
ン
な
ど
が
こ
の
形
態
を
採
用
し
て
い
る
。
比
叡
山
で
は
ダ
イ

ヘ
ン

に
み

ら
れ
る
。
自
然
石
を
利
用
し
た
も
の
も
あ
る
（
写
真
1
6
）
。
し
か
し
、
も

っ

と
も
ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
会
社
の
シ
ン
ボ
ル
や
イ
メ
ー
ジ
を
造
形
表
現
し
た
も
の
で

あ
る
。

　
新
明
和
工
業
は
ア
ポ
ロ
一
一
号
を
形
ど
っ
た
慰
霊
碑
を
た
て
て
い
る
（
写
真
1
7
）
。

一
九

六
九
年
の

創
業
二
〇
周
年
が
ち

ょ
う
ど
人
類
初
の
月
面
着
陸
の
年
に
あ
た
り
、

建
立
誌
に
は
「
航
空
宇
宙
産
業
に
連
な
る
当
社
は
ア
ポ
ロ
一
一
号
を
模
し
こ
の
碑
を

制
作

し
た
」
と
あ
る
。
日
産
自
動
車
は
作
業
服
姿
の
従
業
員
の
銅
像
を
た
て
て
い
る

（
写
真

1
8
）
。
光
洋
精
工
は
ベ
ア
リ
ン
グ
（
写
真
1
9
）
、
ア
ジ
ア
航
測
グ
ル
ー
プ
は
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

角
点
（
写
真
2
0
）
、
寺
岡
造
船
（
写
真
2
1
）
は
錨
を
そ
れ
ぞ
れ
造
形
化
し
て
い
る
。
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　　写真21

〉

て　　一
寺岡造船慰霊塔

瞭欝纂　．．
　　　写真22 写真業界「先賢万霊之碑」

写
真
業

界
の
石
碑
に
は
物
故
者
の
顔
写
真
が
は
め
こ
ま
れ
て
い
る
（
写
真
2
2
）
。
ま

た
、
供
養
塔
自
体
は
伝
統
的
な
五
輪
塔
や
宝
筐
印
塔
を
た
て
、
そ
の
ほ
か
に
象
徴
的

造
形
物
を

配

し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
た
と
え
ぽ
、
キ
リ
ソ
ビ
ー
ル
は
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
の
麟
麟
の
銅
像
を
す
え
て
い
る
し
、
全
国
箸
関
連
業
者
の
物
故
者
慰
霊
塔
の
場

合
に

は
、
割
り
箸
を
形
ど
っ
た
表
示
塔
が
あ
る
（
写
真
2
3
）
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
供

養
塔
は
人
目
を
ひ
く
が
、
数
の
上
で
は
お
お
く
な
い
。

　
宗
派
を

と
わ
ず
、
デ
ザ
イ
ン
に
も
ほ
と
ん
ど
規
制
の
な
か
っ
た
供
養
塔
の
建
立
に

対

し
、
一
九
九
〇
年
九
月
、
高
野
山
真
言
宗
宗
務
庁
が
管
理
規
定
を
も
う
け
規
制
に

　
　
　
　
　
（
1
0
）

の

り
だ
し
て
い
る
。
今
後
は
、
あ
ま
り
奇
抜
な
会
社
供
養
塔
は
出
現
し
な
い
か
も
し

れ
な
い
。

岡
　
供
養
塔
の
収
納
物

写真23　全国箸関連業

　　　　者物故者慰霊

　　　　塔

　
会
社
の
供
養
・
慰
霊
の
塔
や
碑
に
は
、
ふ
つ
う
骨
や
髪
や
歯
な
ど
、
身
体
の
一
部

は
お

さ
め
ら
れ
な
い
。
墓
と
は
い
っ
て
も
、
供
養
や
慰
霊
を
目
的
と
し
た
「
詣
墓
」

で

あ
っ
て
「
埋
墓
」
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
塔
や
碑
に
は
象
徴
的
な
も

の

が

収
納

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
お
お
い
。

　
高
野
山
で
も
っ
と
も
一
般
的
な
の
は
、
物
故
者
の
霊
名
を
刻
し
た
銅
版
で
あ
る

（
写
真
2
4
）
。
霊
名
版
と
か
銘
版
・
名
版
な
ど
と
よ
ば
れ
、
建
立
時
に
創
業
に
さ
か
の

ぼ

っ

て

記
載

し
た
も
の
を
お
さ
め
、
慰
霊
法
要
を
お
こ
な
う
た
び
ご
と
に
追
加
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
よ
う
き

い

く
の
が
慣
例
で
あ
る
。
な
か
に
は
経
木
と
よ
ば
れ
る
小
型
の
卒
塔
婆
を
お
さ
め
て

い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
コ
ク
ヨ
の
場
合
に
は
、
そ
こ
に
戒
名
と
俗
名
が
死
亡
年
月
日

と
と
も
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
比
叡
山
大
霊
園
で
は
木
製
、
石
製
、
金
属
製
の
位
牌

を

お

さ
め
て
い
る
。

　
モ

ニ

ュ

メ
ン
ト
型
の
碑
の
な
か
に
も
象
徴
物
は
存
在
す
る
。
た
と
え
ぽ
、
高
野
山

の

千

代
田
生
命
の
「
先
人
の
碑
」
の
な
か
に
は
、
先
人
の
名
簿
が
「
霊
名
簿
」
と
し

て

お

さ
め
ら
れ
て
い
る
。

　
例
外
的
に
は
納
骨
塔
も
あ
る
。
大
阪
印
刷
関
連
団
体
協
議
会
の
納
骨
塔
は
高
野
山

368
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5壁了［1　二！ヒ 日ノ．）フミ社，墓

写真24南海電鉄イく社の慰霊祭用祭壇。位牌の前

　　　　に過去帳と霊名版がある

㍍

大

霊

園
の
な
か
で
も
最
大
規
模
の
建
造
物
で
あ
る
（
写
真
2
5
）
。
そ
こ
に
は
二
万
体

の

納
骨
が

可
能

な
空
間
が
確
保
さ
れ
て
い
る
（
写
真
2
6
）
。
ち
な
み
に
、
　
一
九
八
八

年
五
月
ま
で
の
統
計
で
は
、
一
二
八
八
体
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

　

大
阪
印
刷
関
連
団
体
協
議
会
は
ま
た
、
大
阪
万
博
時
の
文
化
展
記
念
印
刷
物
や
篤

志

寄
進

家
の
履
歴
な
ど
を
カ
ブ
七
ル
の
な
か
に
収
納
し
、
百
年
後
に
あ
け
て
写
真
や

印
刷
技
術
の
変
化
を
探
究
し
、
さ
ら
に
百
年
へ
と
永
遠
に
継
承
す
る
こ
と
を
う
た
っ

て

い
る
。

三
　

供
養
塔
建
立
誌
の
分
析

会
社
供
養
塔
に
は
建
立
誌
が
つ
く
こ
と
が
お
お
い
（
写
真
2
7
）
。
「
供
養
塔
建
立
誌
」 写真25　大阪印刷産業人物故者納骨塔

写真26大阪印刷産業人物故者納骨塔の内部

る
感
謝
、
③
先
人
の
霊
供
養
、
②
会
社
発
展
に
対
す
る
祈
願
、

客
へ
の
感
謝
、
⑦
高
野
山
や
比
叡
山
の
賛
美
で
あ
る
。

　
会
社
に
よ
る
供
養
塔
の
建
立
は
も
と
も
と
物
故
従
業
員
の
供
養
・
慰
霊
を
目
的
と

し
て
い
た
。
そ
の
こ
と
は
一
九
、
．
一
八
年
に
建
立
さ
れ
た
松
下
電
器
の
［
供
養
塔
建
立

誌
」
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。
長
文
に
な
る
が
、
こ
れ
が
最
古
の
建
立
誌
で
あ
り
、
そ

の

後
の
ひ
と
つ
の
典
型
と
な
っ
た
の
で
、
こ
こ
に
全
文
を
掲
載
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
供
養
塔
建
立
誌

　
　
大

正
七
年
松
ド
電
器
一
製
作
u
所
創
設
以
‥
米
獄
…
誠
ナ
ル
〃
匠
菜
口
只
ノ
中
不
幸
傷
け
病
ノ
為

　
　

メ
死
没
セ
シ
人
人
ヲ
山
川
セ
シ
コ
ト
淘
二
痛
惜
⑪
二
…
堪
ヘ
サ
ル
占
処
ナ
リ
　
乃
チ
諺
〔
二

　
　
千
石

不

滅
ノ
霊
域
二
永
代
供
査
塔
ヲ
建
立
シ
是
等
先
人
ノ
精
霊
ヲ
弔
フ
ト
共
二

　
　
向
後
不
慮
ノ
殉
職
又
ハ
在
勤
中
二
死
没
七
ル
人
人
ノ
霊
ヲ
合
祀
シ
テ
永
ク
ソ
ノ

「
供
養
塔

建
立
碑
文
＝
建
立
の
碑
＝
．
建

立
の

詞
」
「
先
賢
の
霊
に
捧
ぐ
゜
＝
物
故
従

業
員
ぱ
誌
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
。
表

1
・
去
2
に
よ
れ
ば
、
高
野
・
山
で
は
約
半

数
の

四

九
、
比
叡
山
大
霊
園
で
は
九
割
を

こ
え
る
一
↓
O
の
会
社
墓
に
建
立
誌
が
つ
い

て

い

る
。
碑
文
の
表
現
は
会
社
に
よ
っ
て

ま
ち
ま
ち
だ
が
、
そ
の
趣
旨
に
は
共
通
点

が

み

ら
れ
る
。
そ
れ
は
お
よ
そ
次
の
七
項

日
に
分
類
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
建
立

の

契

機
、
②
会
社
発
展
（
先
人
）
に
対
す

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
安
全
祈
願
、
⑥
顧
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冥
福
ヲ
祈
リ
祀
ラ
ン
ト
ス
　
庶
幾
ク
ハ
我
松
下
電
器
本
社
分
社
ノ
業
務
二
従
事

ス

ル
人
々

並
二
本
塔
有
縁
ノ
士
ハ
之
是
レ
カ
建
碑
ノ
素
志
ヲ
諒
セ
ラ
レ
永
ク
供

養
（
セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
右
敬
ン
テ
聾
恥
ス

　
本
塔
建
立
二
當
リ
奮
主
五
代
五
兵
衛
翁
ノ
懇
篤
ナ
ル
御
指
導
ヲ
感
謝
ス

　
　
　
昭
和
十
三
年
九
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
下
電
器
産
業
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

社
主
　
松
下
幸
之
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

十
五
歳
　
敬
白

θ
　
建
立
の

契
機

　
会
社

供
養
塔
は
会
社
の
周
年
事
業
の
一
環
と
し
て
建
立
さ
れ
る
こ
と
が
圧
倒
的
に

お
お

い
。
そ
の
例
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
が
、
創
業
二
〇
年
の
会
社
は
あ
た
ら
し
く
、

老
舗
で
は
一
五
〇
周
年
の
会
社
も
あ
る
。

　
　
「
創
業
百
年
を
迎
え
る
に
当
り
」
（
丸
正
百
貨
店
）

　
　
「
第
六
十
回
創
業
記
念
日
に
あ
た
り
」
（
千
代
田
生
命
）

　
　
「
当
社
創
立
二
〇
周
年
に
当
り
」
（
新
明
和
工
業
）

　
　
「
創
立
三
十
七
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
」
（
国
華
産
業
）

　

周
年
事
業
で
は
な
く
、
た
ん
に
創
業
以
来
の
歴
史
に
言
及
し
た
も
の
も
す
く
な
く

な
い
。

　
　
「
当
社
は
明
治
三
十
二
年
の
創
業
よ
り
こ
こ
に
八
十
有
余
年
の
歴
史
を
重
ね
」

　
　
（
森
組
）

　
　
「
昭
和
十
五
年
初
代
高
山
松
治
の
創
業
に
始
ま
り
、
昭
和
廿
九
年
高
山
株
式
会

　
社
を

創
立
す
。
爾
来
三
十
余
年
L
（
高
山
株
式
会
社
）

　
「
創
業
以
来
六
十
有
余
年
」
（
中
山
製
綱
所
）

　
「
創
立
以
来
そ
の
発
展
と
興
隆
に
尽
痒
せ
ら
れ
」
（
浜
崎
水
産
）

創
業
で
は
な
く
、
社
名
変
更
の
周
年
記
念
の
場
合
も
あ
る
。

　
「
社
名
変
更
三
十
周
年
に
あ
た
り
」
（
三
光
汽
船
）

創
業
者
の
発
願
を
明
記
し
た
建
立
誌
も
あ
る
。

　
「
佐
川
急
便
の
創
立
者
佐
川
清
氏
の
発
願
に
よ
り
」
（
佐
川
急
便
）

団
体
の
協
力
事
業
を
記
念
し
た
も
の
も
あ
る
。

　
「
大
阪
府
印
刷
工
業
組
合
は
昭
和
四
十
五
年
大
阪
に
開
催
さ
れ
た
『
日
本
万
国

　
博
覧
会
』
に
協
賛
し
、
印
刷
文
化
典
、
国
際
印
刷
機
械
展
を
主
催
し
、
空
前
の

　
盛
況
を

お

さ
め
た
の
で
、
こ
れ
を
記
念
し
、
大
阪
印
刷
関
連
協
議
会
の
合
力
に

　

よ
り
納
骨
塔
建
立
を
発
願
し
た
」
（
大
阪
印
刷
関
連
団
体
協
議
会
）

元
号
が
変
わ
っ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
い
る
例
も
ひ
と
つ
あ
る
。

　
「
平
成
元
年
を
機
と
し
」
（
埠
頭
興
業
）

会
社
の
製
品
の
普
及
と
む
す
び
つ
け
た
稀
有
な
例
も
あ
る
。

　
「
時
運
に
伴
い
社
業
愈
々
発
展
を
遂
げ
吾
が
造
る
と
こ
ろ
の
自
動
車
は
　
全
國

　
津
々
浦
々
に
及
ん
で
そ
の
利
便
を
普
及
し
最
近
當
山
霊
地
に
於
て
も
そ
の
愛
用

　
を

見
る
に
到
っ
た
　
誠
に
因
縁
測
る
べ
か
ら
ざ
る
を
思
う
　
此
機
會
に
」
（
日

　
産
自
動
車
）

⇔
　
会
社
発
展
（
先
人
）
に
対
す
る
感
謝

創
業
へ
の
言
及
に
つ
づ
い
て
、
会
社
の
発
展
に
対
す
る
感
謝
を
会
社
の
先
人
に
さ
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高野山と比叡山の会社墓

さ
げ
て
い
る
碑
文
が
お
お
い
が
、
い
く
つ
か
の
会
社
を
あ
げ
る
に
と
ど
め
た
い
。

　
　
「
当
社
ハ
明
治
二
十
三
年
二
月
久
保
田
権
四
郎
翁
ノ
創
メ
シ
ト
コ
ロ
　
爾
来
星

　
　
移
リ
時
流
レ
テ
六
十
年
今
ヤ
社
業
ノ
基
礎
益
々
輩
固
二
社
運
愈
々
隆
昌
二
赴
カ

　
　
ン
ト
ス
　
遍
ヘ
ニ
コ
レ
熱
誠
ナ
ル
従
業
員
不
断
ノ
協
力
ニ
ヨ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
洵

　
　
二
感
激
二
堪
ヘ
サ
ル
虞
ナ
リ
」
（
久
保
田
鉄
工
）

　
　
「
創
業
以
来
三
十
年
　
幾
多
の
試
練
に
打
ち
勝
ち
　
苦
難
を
の
り
越
え
今
日
の

　
　
ア
ジ
ア
航
測
株
式
会
社
グ
ル
ー
プ
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
は
　
多
く
の

　
　
先
人
の
尊
い
犠
牲
と
献
身
の
努
力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
」
（
ア
ジ
ア
航
測
）

　
　
「
今
日
の
隆
盛
は
ひ
と
え
に
創
業
社
長
小
森
敏
之
氏
を
は
じ
め
諸
先
輩
な
ら
び

　
　
に
全
従
業
員
の
粒
々
辛
苦
と
鋭
意
努
力
の
賜
物
で
あ
り
ま
す
」
（
丸
大
食
品
）

会
社
以
外
の
関
係
者
へ
の
言
及
も
み
ら
れ
る
。

　

「
幾
星

霜
歓
び
と
悲
し
み
を
共
に
ご
苦
労
に
な
り
ま
し
た
先
賢
従
業
員
其
他
関

　

係
深
き
方
々
の
御
霊
に
そ
の
ご
功
績
を
讃
え
永
く
御
遺
徳
を
偲
び
て
ご
冥
福
を

　
　
お
祈
り
申
し
上
げ
」
（
丸
正
百
貨
店
）

　

「
顧
み

る
に
社
業
今
日
の
隆
昌
は
廣
く
契
約
者
各
位
の
支
援
は
固
よ
り
、
心
魂

　

を

傾
け
て

経
営
に
蓋
痒
し
た
る
社
祖
以
下
役
職
員
そ
の
他
物
故
先
輩
の
努
力
の

　

賜
も
の
に
外
な
ら
ず
」
（
千
代
田
生
命
）

⇔
　
先
人
の

霊
供
養

　
在
職

中
の
物
故
従
業
員
の
霊
供
養
が
そ
も
そ
も
供
養
塔
建
立
の
眼
目
だ
っ
た
。
在

職
中
の
物
故
者
は
病
死
と
事
故
死
と
戦
死
を
と
わ
ず
、
す
べ
て
供
養
す
べ
き
対
象
と

か
ん

が
え

て

い

る
会
社
は
お
お
い
。
た
だ
し
、
殉
職
者
や
犠
牲
者
の
崇
り
と
い
う
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

う
な
観
念
は
み
ら
れ
な
い
。

　
　
「
熱
誠
ナ
ル
従
業
員
ノ
中
不
幸
傷
病
ノ
為
メ
死
没
セ
シ
人
人
」
（
松
下
電
器
）

　
　
「
従
業
員
不
幸
中
道
ニ
シ
テ
傷
病
ノ
タ
メ
物
故
シ
タ
ル
人
々
」
（
久
保
田
鉄
工
）

　
　
「
社
運
の
隆
盛
に
寄
与
さ
れ
た
従
業
員
の
中
で
不
幸
に
も
傷
病
の
た
め
亡
く
な

　
　

ら
れ
た
人
々
」
（
江
崎
グ
リ
コ
）

　
　
「
国
家
の
危
急
に
赴
い
て
戦
り
く
に
発
れ
或
は
傷
病
の
た
め
中
道
に
物
故
さ
れ

　
　
た

も
の
三
百
鹸
…
…
向
後
當
社
及
び
傍
系
会
社
に
お
い
て
不
幸
在
職
中
の
物
故

　
　
者
あ
る
と
き
は
」
（
三
光
汽
船
）

　
　
「
役
員
従
業
員
中
不
幸
に
し
て
職
場
に
麓
れ
或
は
中
途
傷
病
の
た
め
物
故
せ
る

　
　
も
の
あ
り
」
（
三
和
電
気
土
木
工
事
）

　
　
「
国
の
基
幹
産
業
で
あ
る
建
設
業
の
第
一
線
業
務
に
身
を
も
っ
て
貢
献
し
、
崇

　
　
高
な
任
務
に
殉
じ
た
方
々
で
あ
り
、
わ
け
て
も
身
寄
り
の
薄
い
不
幸
な
方
々
も

　
　
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
」
（
全
国
建
設
専
門
工
事
業
団
体
連
合
会
）

　
　
「
業
務
遂
行
中
殉
職
さ
れ
た
方
々
」
（
ス
バ
ル
）

　
　
「
在
職
物
故
者
の
冥
福
を
祈
り
」
（
新
明
和
工
業
）

　
　
「
在
職
物
故
者
の
霊
を
合
祀
し
て
冥
福
を
祈
ら
ん
と
す
」
（
高
尾
企
業
）

　

し
か
し
な
が
ら
、
在
職
物
故
者
に
限
定
し
な
い
会
社
も
す
く
な
く
な
い
。
こ
れ
に

は

二
種
類

あ
る
。
物
故
役
職
員
の
み
と
す
る
か
、
物
故
者
全
体
と
す
る
か
で
わ
か
れ

る
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
物
故
役
職
員
を
対
象
と
す
る
会
社
に
は
、
和
歌
山
県
商
工
信
用
組
合
、
P
A

R
I
S
、
浜
崎
水
産
な
ど
が
あ
る
。
供
養
塔
碑
文
を
か
か
げ
て
い
な
い
南
海
電
鉄
も

そ

の

ひ
と
つ
で
あ
る
。
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「
創
業
以
来
そ
の
発
展
興
隆
に
尽
痒
せ
ら
れ
不
幸
他
界
さ
れ
た
組
合
役
職
員
」

　
　
（
和
歌
山
県
商
工
信
用
組
合
）

　

　
「
P
A
R
I
S
関
連
企
業
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
物
故
役
職
員
」
（
P
A
R
I
S
）

　
　
「
不
幸
に
し
て
他
界
さ
れ
た
会
社
役
職
員
各
位
」
（
浜
崎
水
産
）

　
物
故
老
一
般
を
ま
つ
る
会
社
は
お
お
い
。
久
保
田
鉄
工
所
の
次
に
ふ
る
い
建
立
誌

は
一
九
五
七
年
の
日
産
自
動
車
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
「
当
社
物
故
者
各
位
の
霊
を

偲
び
そ

の

霊
を

慰
め

る
た
め
に
碑
を
建
て
る
」
と
み
え
る
だ
け
で
あ
る
。
　
一
九
六
四

年
の
ヤ
ク
ル
ト
や
千
代
田
生
命
も
同
様
に
在
職
中
の
物
故
者
、
す
な
わ
ち
「
殉
職

者
」
に
は
こ
だ
わ
っ
て
い
な
い
。
そ
の
ほ
か
の
会
社
の
も
の
も
い
く
つ
か
あ
げ
る
が
、

最
近
は
こ
の
よ
う
な
会
社
が
お
お
い
。
こ
れ
は
「
英
霊
祭
祀
」
か
ら
「
先
祖
祭
祀
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

へ
の

重
点
の

移
行

と
し
て
解
釈
で
き
る
。

　
　
「
ヤ
ク
ル
ト
業
界
に
従
事
し
て
い
た
物
故
者
の
御
霊
」
（
ヤ
ク
ル
ト
）

　
　
「
社
祖
以
下
役
職
員
そ
の
他
物
故
先
輩
」
（
千
代
田
生
命
）

　
　
「
先
人
の
足
跡
を
偲
び
…
…
そ
の
霊
を
慰
め
よ
う
と
す
る
」
（
ア
ジ
ア
航
測
）

　
　
「
創
業
社
長
北
川
冨
三
郎
氏
を
は
じ
め
諸
先
輩
な
ら
び
に
全
従
業
員
…
…
物
故

　
　
者
各
位
の
功
績
を
讃
え
」
（
旭
）

　
　
「
興
隆
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
物
故
者
各
位
」
（
三
星
堂
）

　
退
職
後
の
物
故
者
に
た
い
し
て
、
碑
文
で
言
及
し
た
例
は
ひ
と
つ
し
か
な
い
。
そ

れ

は
一
九
六
四
年
の
久
保
田
鉄
工
の
碑
に
み
え
る
。

　
　
「
在
職
中
二
物
故
セ
シ
者
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
更
ニ
ソ
ノ
生
涯
ノ
大
半
ヲ
当
社
二
勤
務

　
　
シ

テ

社

業
ノ
発
展
二
貢
献
シ
停
年
或
ハ
之
二
準
ズ
ル
事
由
ニ
ヨ
リ
円
満
退
職
シ

　
　

タ
ル
後
他
界
セ
シ
人
々
ノ
霊
ヲ
モ
合
セ
祀
リ
永
ク
ソ
ノ
冥
福
ヲ
祈
ル
モ
ノ
ナ

　
　
リ
L
（
久
保
田
鉄
工
）

　

し
か
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
退
職
後
の
物
故
者
を
合
祀
し
て
い
る
会
社
は
す
く
な

く
な
い
と
推
測
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
松
下
電
器
は
一
九
七
八
年
の
創
業
六
〇
周
年

を

機
に
、
定
年
退
職
の
物
故
者
を
も
ま
つ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
松
愛
会
と
い

う
退
職
者
の
親
睦
団
体
の
重
要
な
活
動
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
生
命
で
も

定
年
退
職
後
の
物
故
者
を
霊
名
簿
登
載
の
基
準
の
ひ
と
つ
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
も

喜
楽
会
と
い
う
退
職
者
の
親
睦
団
体
の
会
員
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
親

睦

団
体
の
代
表
者
が
慰
霊
法
要
に
参
列
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
れ
も

「
先
祖
祭
祀
」
化
の
傾
向
の
ひ
と
つ
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
「
有
縁
」
「
縁
り
」
な
ど
「
縁
」
を
も
ち
い
た
表
現
も
と
き
ど
き
み
ら

れ
る
。

　
　
「
創
業
以
来
業
績
発
展
に
尽
力
し
幽
明
境
を
異
に
さ
れ
た
当
行
有
縁
の
方
々
」

　
　
（
滋
賀
銀
行
）

　
　
「
創
業
以
来
藪
に
五
十
年
　
縁
あ
り
て
ミ
ノ
ル
タ
と
共
に
歩
ま
れ
し
先
賢
の
霊
」

　
　
（
ミ
ノ
ル
タ
）

　
　
「
大
阪
印
刷
業
界
に
縁
り
の
あ
る
経
営
者
を
は
じ
め
、
社
員
や
家
族
の
遺
骨
を

　
　

安
置
し
」
（
大
阪
印
刷
産
業
人
物
故
者
納
骨
塔
）

　

縁
は
会
社
だ
け
で
な
く
、
関
連
会
社
や
協
力
会
社
の
物
故
者
に
ま
で
範
囲
を
拡
大

し
て
い
る
。
高
野
山
で
は
、
藤
井
毛
織
や
和
歌
山
湊
組
関
連
企
業
や
小
島
集
団
な
ど

の

企
業
グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
そ
の
典
型
で
あ
る
が
、
コ
ク
ヨ
は
第
一
次
取
次
問
屋
の

社
長
名
を
霊
標
に
き
ざ
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
高
野
山
で
は
三
和
電
気
土
木
工
事
、

比
叡
山
大
霊
園
で
は
建
設
会
社
の
森
組
な
ど
が
、
協
力
会
社
の
殉
職
者
を
祭
祀
の
対

372
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象
老
に
く
わ
え
て
い
る
。

　
　
「
今
後
当
社
お
よ
び
協
力
会
社
に
お
い
て
不
幸
に
し
て
物
故
者
あ
る
と
き
は
」

　
　
（
三
和
電
気
土
木
工
事
）

　
　
「
今
後
も
当
社
並
び
に
関
係
会
社
に
お
い
て
物
故
者
の
あ
る
と
き
に
は
そ
の
霊

　
　
を

合
祀
し
」
（
森
組
）

鱒
　
会
社
発
展
に
対
す
る
祈
願

　
供
養
塔
建
立
は
ほ
ん
ら
い
在
職
の
物
故
従
業
員
の
供
養
を
主
た
る
目
的
と
し
て
い

た

が
、
あ
わ
せ
て
会
社
の
発
展
を
祈
願
す
る
例
は
き
わ
め
て
お
お
い
。
松
下
電
器
を

は

じ
め
、
久
保
田
鉄
工
、
江
崎
グ
リ
コ
、
日
産
自
動
車
、
ヤ
ク
ル
ト
、
千
代
田
生
命

な
ど
の
初
期
の
供
養
塔
の
建
立
誌
に
は
、
会
社
の
発
展
祈
願
は
ま
っ
た
く
明
記
さ
れ

て

い

な
い
。
高
野
山
で
会
社
の
発
展
祈
願
を
刻
し
た
初
期
の
建
立
誌
に
は
、
　
一
九
六

九
年
の
新
明
和
工
業
の
も
の
が
あ
る
。

　
　
「
併
せ
て
社
運
の
繁
栄
を
希
念
す
る
」
（
新
明
和
工
業
）

　
そ

の

ほ

か
の
表
現
例
を

い
く
つ
か
列
記
し
て
み
よ
う
。

　
　
「
社
業
の
発
展
を
祈
念
す
る
」
（
そ
ご
う
、
中
山
製
綱
所
）

　
　
「
斯
業
を
お
護
り
下
さ
い
」
（
ア
ジ
ア
航
測
）

　
　
「
社
運
の
隆
昌
と
こ
し
な
え
に
泰
か
ら
ん
こ
と
を
冥
護
し
給
え
」
（
ミ
ノ
ル
タ
）

　
比
叡
山

大
霊

園
の
建
立
誌
は
二
〇
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
一
一
の
碑
文
に
発
展
祈
願

が
み

ら
れ
る
。
「
あ
わ
せ
て
社
業
の
発
展
を
祈
願
す
る
」
と
い
う
文
面
が
お
お
く
、

社
業
は
社
運
や
業
界
、
発
展
は
繁
栄
や
繁
盛
や
飛
躍
発
展
、
祈
願
は
祈
念
と
い
う
文

句

と
互
換
性
を
も
っ
て
い
る
。
す
こ
し
か
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
「
社
業
隆
昌
を
旨

に
L
（
高
山
）
と
い
う
表
現
が
あ
る
。
な
お
、
発
展
祈
願
を
明
記
し
て
い
な
い
建
立

誌
の
九
例
に
つ
い
て
も
、
物
故
者
が
発
展
、
隆
昌
に
尽
力
し
た
こ
と
に
言
及
し
て
い

る
も
の
は
七
例
に
お
よ
び
、
供
養
塔
建
立
と
発
展
が
密
接
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
会
社
自
体
の
発
展
や
繁
栄
が
強
調
さ
れ
る
傾
向

に
あ
る
こ
と
が
看
取
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

岡

安
全
祈
願

　
発
展
祈
願
に
ご

く
稀
に
言
及
さ
れ
る
の
は
安
全
祈
願
で
あ
る
。
物
故
従
業
員
を
殉

職
者

な
い
し
犠
牲
者
と
み
な
す
こ
と
は
、
と
く
に
事
故
死
の
場
合
に
歴
然
と
し
て
い

る
。
ま
ず
、
高
野
山
の
事
例
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

　
　
「
今
後
建
設
業
の
労
働
災
害
の
絶
滅
が
期
さ
れ
る
よ
う
」
（
全
国
建
設
専
門
工
事

　
　
業
団
体
連
合
会
）

　
　
「
今
後
不
慮
の
災
禍
の
絶
滅
を
期
し
」
（
兵
庫
県
漁
協
）

　
　
「
社
員
の
安
全
を
祈
念
す
る
」
（
キ
ャ
ノ
ン
）

　
　
「
当
社
並
び
に
従
業
員
各
位
の
安
全
を
祈
願
す
る
も
の
で
あ
る
」
（
小
松
製
作
所
）

直
接
に
安
全
を

祈
願

し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。

　
　
「
従
業
員
の
健
勝
を
祈
念
す
る
」
（
高
尾
企
業
）

　
比
叡
山
で
は
、
二
〇
の
建
立
誌
の
う
ち
二
つ
だ
け
で
あ
る
。

　
　
「
役
職
員
の
安
全
を
祈
願
す
る
」
（
森
組
）

　
　
「
関
係
各
位
の
安
全
を
祈
願
す
る
」
（
大
織
福
祉
協
力
会
）

数
は
す
く
な
い
が
、
建
設
業
や
製
造
業
や
漁
業
な
ど
、
事
故
死
の
危
険
性
の
高
い

と
こ
ろ
に
安
全
祈
願
が
み
ら
れ
る
。
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⇔
　
顧
客
へ
の
感
謝

　

P
R
効
果
を
多
少
意
識
し
て
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
顧
客
へ
の
感
謝
を
表
明

し
て
い
る
建
立
誌
が
あ
る
。
高
野
山
に
は
二
例
み
ら
れ
る
が
、
比
叡
山
大
霊
園
に
は

そ
の

よ
う
な
趣
意
は
き
ざ
ま
れ
て
い
な
い
。

　
　
「
契
約
者
各
位
の
支
援
は
固
よ
り
」
（
千
代
田
生
命
）

　
　
「
県
民
、
市
民
の
絶
大
な
信
頼
と
ご
愛
顧
を
頂
き
」
（
丸
正
百
貨
店
）

　
会
社
供
養
塔
は
会
社
の
宣
伝
効
果
を
ね
ら
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
顧
客
へ
の

感
謝
が
な
く
て
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
高
野
山
で
は
参
道
の
脇
や
大
霊
園

の

メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
に
立
地
し
て
い
る
の
で
、
間
接
的
に
は
会
社
の
P
R
、
ひ
い

て

は
威
信
や
名
声
を
高
め
る
効
果
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

θ
　
高
野
山
や
比
叡
山
の
賛
美

　
高
野
山
や
比
叡
山
は
な
が
く
日
本
の
仏
教
の
一
大
セ
ン
タ
ー
と
し
て
機
能
し
て
き

た
。
こ
こ
に
墓
を
も
つ
こ
と
は
、
会
社
に
と
っ
て
、
威
信
や
名
声
を
高
め
こ
そ
す
れ
、

そ

こ
な
う
こ
と
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
せ
い
か
、
高
野
山
や
比
叡
山
を
賛
美
し

た
形
容
が
随
所
に
み
ら
れ
る
。
ま
ず
、
高
野
山
の
場
合
を
と
り
あ
げ
よ
う
。

　
　
「
高
野
山
に
千
百
五
十
年
前
、
弘
法
大
師
の
開
山
で
奥
ノ
院
の
参
道
に
は
老
杉
、

　
　
巨

木
が
欝
蒼
と
聾
え
、
そ
の
左
右
に
皇
室
の
御
廟
、
織
田
、
豊
臣
、
徳
川
三
代

　
　
に
わ
た

る
諸
国
の
大
名
、
近
世
知
名
人
の
墓
碑
が
立
ち
並
ぶ
全
国
唯
一
の
霊
場

　
　
で
納
骨
塔
建
立
に
は
至
上
の

地
で
あ
る
」
（
大
阪
印
刷
関
連
団
体
協
議
会
）

　
　
「
千
古
不
滅
の
霊
域
」
（
松
下
電
器
）

　
　
「
千
古
の
霊
山
高
野
山
奥
之
院
の
浄
域
」
（
高
尾
企
業
、
三
和
電
気
土
木
工
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
潤

　
　
「
霊
峰
高
野
山
に
聖
地
を
も
と
め
」
（
佐
々
木
工
業
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

　
　
「
高
野
山
の
浄
域
」
（
コ
ク
ヨ
）

　
　
「
高
野
山
の
聖
地
」
（
そ
ご
う
）

　
比
叡
山
も
大
同
小
異
で
あ
る
。

　
　
「
千
古
の
霊
地
比
叡
山
延
暦
寺
大
霊
園
の
浄
域
」
（
滋
賀
銀
行
）

　
　
「
比
叡
山
延
暦
寺
大
霊
園
の
浄
域
」
（
大
阪
銀
行
、
大
三
織
物
、
三
星
堂
、
ダ
イ

　
　
ヘ
ン
）

　
　
「
比
叡
山
延
暦
寺
の
聖
地
」
（
森
組
）

　
　
「
此
の
聖
地
浄
域
」
（
東
光
商
事
）

　
聖
地
、
浄
域
、
霊
域
、
霊
地
な
ど
の
形
容
が
一
般
的
で
あ
り
、
「
浄
土
」
と
い
う

表
現
は

み

ら
れ
な
い
。
高
野
浄
土
の
伝
統
は
納
骨
や
納
髪
に
の
こ
っ
て
い
る
が
、
魂

の

安
住
す
る
浄
土
と
い
う
意
識
は
会
社
供
養
塔
に
は
希
薄
で
あ
る
。

四
　
会
社
の
追
悼
儀
礼

　
会
社
供
養
塔
に
お
け
る
追
悼
儀
礼
は
「
追
悼
法
要
」
「
慰
霊
祭
」
な
ど
と
よ
ぼ
れ

る
。
時
期
は
ふ
つ
う
春
か
ら
秋
に
か
け
て
、
会
社
あ
る
い
は
墓
地
で
恒
例
行
事
と
し

て

実
施
さ
れ
る
。
高
野
山
で
は
供
養
塔
建
立
の
日
付
を
調
査
し
て
み
る
と
、
四
月
か

ら
十
一
月
ま
で
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
雪
に
お
お
わ
れ
る
冬
季
を
さ
け
て
い
る
こ
と

が

わ
か

る
。
比
叡
山
で
も
二
月
の
例
は
二
つ
し
か
な
い
。

　
そ

の

追
悼
法
要
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
松
下
電
器
、
南
海
電
鉄
、
秩
父
セ
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メ
ン
ト
、
な
ら
び
に
大
阪
印
刷
関
連
団
体
協
議
会
に
関
し
て
報
告
を
お
こ

　
　
　
（
1
3
）

な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
れ
以
外
の
会
社
と
し
て
コ
ク
ヨ
と
千
代
田
生

命
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
概
要
を
報
告
し
た
う
え
で
、
若
干
の
比
較
考
察
を

す
す
め

る
こ
と
に
し
た
い
。

⇔
　
コ
ク
ヨ
株
式
会
社

　
コ
ク
ヨ
は
事
務
用
品
の
大
手
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
。
本
社
は
大
阪
に
あ
る
。

物
故
者
慰
霊
塔

は
一
九
七
四
年
八
月
二
C
日
に
創
業
七
〇
周
年
を
記
念
し

て

大
霊
園

に
建
立
さ
れ
た
。
建
立
誌
に
は
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

　
　
明
治
三
十
八
年
黒
田
善
太
郎
が
黒
田
表
紙
店
を
創
業
し
て
以
来
業
容
の
発
展
に

　
　

と
も
な
っ
て
社
名
を
黒
田
國
光
堂
　
コ
ク
ヨ
株
式
会
社
と
改
め
て
こ
こ
に
創
業

　
　
七
十
周

年
を

迎

え
た
　
今
日
益
々
社
業
の
隆
盛
を
み
て
い
る
の
は
創
立
者
を
初

　
　
め
諸
先

輩
が
事
業
一
途
に
尽
力
さ
れ
た
賜
も
の
で
あ
る
が
　
そ
の
間
不
幸
に
し

　
　
て

多
く
の
人
材
を
う
し
な
っ
た
こ
と
は
誠
に
痛
惜
に
堪
え
な
い

　
　

こ
こ
に
高
野
山
の
浄
域
を
選
ん
で
慰
霊
塔
を
建
立
し
　
コ
ク
ヨ
の
発
展
に
尽
く

　
　

さ
れ
た
物
故
者
の
御
霊
を
合
祀
し
て
　
永
遠
に
そ
の
功
を
た
た
え
冥
福
を
祈
ら

　
　
ん

と
す
る
も
の
で
あ
る

　
一
九
八
七
年
八
月
二
〇
日
、
一
一
時
三
〇
分
か
ら
天
徳
院
で
法
要
が
あ
り
、
昼
食

を

は

さ
ん
で
午
後
一
時
す
ぎ
に
大
霊
園
で
の
法
要
が
開
始
さ
れ
た
（
写
真
2
8
）
。
導

師
は
天
徳
院
の
住
職
が
つ
と
め
、
従
僧
が
一
名
つ
い
て
い
た
。
参
列
者
は
会
長
、
労

働
組
合
代

表
、
遣
族
ら
二
〇
名
で
あ
り
、
そ
の
順
番
で
焼
香
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ

れ
か

ら
五
輪
塔
の
基
部
を
あ
け
、
卒
塔
婆
に
に
た
経
木
を
お
さ
め
た
。
僧
侶
が
退
席

」
響
軍
ぱ
冒

写真27　滋賀銀行の建立誌

写真28　コクヨの物故者追悼儀礼

し
た
あ
と
、
遺
族
代
表
の
挨
拶
が
あ
り
、
三
〇
分
ほ
ど
で
終
了
し
た
。
最
後
に
シ
ン

ボ

ル

タ
ワ
ー
の
前
で
記
念
撮
影
を
お
こ
な
い
、
解
散
し
た
。

　
コ
ク
ヨ
は
二
百
名
を
こ
え
る
物
故
者
を
ま
つ
っ
て
い
る
が
、
対
象
は
定
年
退
職
者

な
ら
び
に
在
職
中
の
物
故
者
に
か
ぎ
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
人
々
の
名
は
慰
霊
塔
の
か

た

わ

ら
に
あ
る
霊
標
に
も
刻
さ
れ
て
い
る
。
霊
標
は
二
基
あ
り
、
ひ
と
つ
は
従
業
員
、

も
う
ひ
と
つ
は
第
一
次
取
次
問
屋
社
長
を
対
象
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
後
者
の
会

社
に

よ
る
参
拝
は
す
く
な
い
と
い
う
。

⇔
　
千
代
田
生
命
保
険
相
互
会
社

千
代
田
生
命
は
日
本
有
数
の
生
命
保
険
会
社
で
あ
る
。
本
社
は
東
京
に
あ
る
。
千

代
田
生
命
の
「
先
人
之
碑
」
は
一
九
六
四
年
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

一
五

日
、
第
六
〇
回
創
業
記
念
日
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第
六
十
回
創
業
記
念
日
に
あ
た
り
、

　
　
音
心
を
表
し
、
そ
の
遺
徳
を
し
の
び
、

そ
こ

に

は

こ
れ
ら
先
人
の
名
が
「
霊
名
簿
」

　
一
九
八
七
年
八
月
二
一
月
午
前
一
一
時
（
）
五
分
、

が
到

着
し
、
大
阪
本
部
長
ほ
か
一
〇
名
の
参
列
者
と
と
も
に
法
要
が
は
じ
ま

（
写
真

2
9
）
。
参
列
者
全
員
に
よ
る
焼
香
の
あ
と
導
師
が
追
悼
の
文
句
を
と
な
え
た
。

最
後
に
導
師
に
よ
る
五
分
た
ら
ず
の
説
教
が
あ
り
、
所
要
時
間
四
五
分
で
終
了
し
た
。

遺
族
の
参
列
は
な
か
っ
た
。

⇔
　
若
干
の
比
較

に
公
園
墓
地
に
建
立
さ
れ
た
。
碑
文
に
は

次
の

よ
う
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

　
　
明
治
三
十
七
年
四
月
十
五
日
　
門
野

　
　
幾
之
進
千
代
田
生
命
保
険
相
互
會
社

　
　
を

興

し
て
よ
り
、
こ
こ
に
六
十
周
年

　
　
を

迎
う

　
　
顧
み

る
に
社
業
今
日
の
隆
昌
は
廣
く

　
　
契
約

者
各
位
の
支
援
は
固
よ
り
、
心

　
　
魂
を

傾
け
て

経
営
に
蓋
痒

し
た
る
社

　
　
祖
以
下
役
職
員
そ
の
他
物
故
先
輩
の

　
　
努
力
の
賜
も
の
に
外
な
ら
ず

こ
れ
ら
先
人
の
支
援
と
功
労
と
に
感
謝
の

こ
こ
に
碑
を
建
て
、
謹
ん
で
冥
福
を
祈
る

　
に
記
載
さ
れ
て
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
竜
光
院
の

導
師

ら
四
名
の
僧
侶

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

っ

た

以

上
二
つ
の

会
社
の

供
養
儀
礼
を
紹
介
し
た
が
、
こ
れ
に
松
下
電
器
、
南
海
電
鉄
、

な
ら
び
に
大
阪
印
刷
関
連
団
体
協
議
会
の
場
合
を
く
わ
え
、
若
干
の
特
徴
を
整
理
し

て

み
た
い
。

　

ま
ず
法
要
の
場
所
と
重
要
性
を
み
る
と
、
千
代
田
生
命
と
大
阪
印
刷
関
連
団
体
協

議
会
は
供
養
塔
で
の

法
要
を

重
視

し
、
松
下
電
器
は
供
養
塔
よ
り
も
菩
提
寺
で
の
法

要
に
お

も
き
を
お
い
て
い
る
。
南
海
電
鉄
は
本
社
で
の
慰
霊
祭
の
ほ
う
が
、
高
野
山

の

供
養
塔
よ
り
も
は
る
か
に
規
模
が
お
お
き
い
。
コ
ク
ヨ
は
菩
提
寺
と
供
養
塔
の
法

要
が
一
連
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
導
師
や
僧
侶
の
数
も
会
社
に
よ
っ
て
こ
と
な
る
。
導
師
ぱ
大
阪
印
刷
関
連
団
体
協

議
会
は
管
長
ク
ラ
ス
、
南
海
電
鉄
は
宗
務
総
長
ク
ラ
ス
、
他
は
菩
提
寺
の
住
職
と
な

っ

て

い

る
。
僧
侶
の
数
も
二
名
か
ら
一
二
名
に
わ
た
っ
て
い
る
。

　
参
列
者
の
筆
頭
は
大
阪
の
会
社
・
団
体
の
場
合
は
社
長
・
会
長
で
あ
る
が
、
東
京

に

本
社
の
あ
る
千
代
田
生
命
は
大
阪
本
部
長
で
あ
っ
た
。
遺
族
の
参
加
が
一
般
的
で

あ
る
が
、
千
代
田
生
命
の
よ
う
に
出
席
し
な
い
場
合
も
あ
る
。
焼
香
の
順
序
を
み
る

と
、
主
催
者
を
代
表
す
る
社
長
・
会
長
が
最
初
で
あ
る
。
ふ
つ
う
遣
族
ぱ
代
表
か
全

員
か
は
別
に
し
て
そ
の
次
と
な
る
が
、
コ
ク
ヨ
で
は
労
働
組
合
代
表
が
遺
族
の
前
に

焼
香

し
た
。
し
か
し
参
列
者
が
す
べ
て
焼
香
す
る
こ
と
は
共
通
し
て
い
る
。

　
社

長
・
役
員
な
ど
の
会
社
幹
部
ば
か
り
で
な
く
、
労
働
組
合
の
代
表
も
参
加
す
る

こ
と
は
ひ
と
つ
の
特
徴
で
あ
る
。
南
海
、
松
下
、
コ
ク
ヨ
の
場
合
に
ぱ
、
部
課
長
に

先
だ
ち
、
会
社
幹
部
に
つ
ぐ
序
列
で
あ
る
。
た
だ
し
、
大
阪
印
刷
関
連
団
体
協
議
会

は

経
三
呂
者
の
み
の
会
員
で
構
成
さ
れ
る
た
め
、
従
業
員
は
ふ
く
ま
れ
な
い
。

376



高野山と比叡山の会社墓

五
　
今
後
の
課
題

　

会
社
墓
や
会
社
供
養
塔
の
研
究
は
よ
う
や
く
着
手
さ
れ
た
段
階
に
あ
る
。
こ
れ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

で
新
聞
記
事
や
雑
誌
記
事
で
し
ぽ
し
ぽ
と
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
本
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

的
な
研
究
対
象
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
本
稿
で
は
、
高
野
山
と
比
叡

山
の
場
合
を
と
り
あ
げ
、
基
礎
的
な
デ
ー
タ
の
提
出
を
お
こ
な
い
、
建
立
誌
の
分
析

と
追
悼
儀
礼
の
比
較
に
関
す
る
若
干
の
考
察
を
こ
こ
ろ
み
た
。
そ
の
一
方
、
会
社
供

養
塔
を

大
名
供
養
塔
と
比
較
し
、
前
者
を
後
者
の
延
長
線
上
に
と
ら
え
る
視
点
を
提

　
　
（
1
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

出
し
た
。
ま
た
、
柳
田
国
男
が
指
摘
し
た
か
つ
て
の
「
家
永
続
の
願
い
」
に
か
わ
っ

て
、
い
ま
や
「
会
社
永
続
の
願
い
」
が
会
社
供
養
塔
の
建
立
を
は
じ
め
社
史
編
纂
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

C
I
運
動
に
み
ら
れ
る
こ
と
に
注
目
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　
今
後
の
課
題
は
、
ま
ず
第
一
に
、
会
社
供
養
塔
建
立
の
動
機
や
経
緯
に
つ
い
て
、

直
接

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
か
ら
事
情
を
聴
取
し
、
で
き
る
だ
け
お
お
く
の
会
社
に
つ

い
て

の
基
礎
的
デ

ー
タ
を
蓄
積
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
関
西
が
中
心
と
な
る
が
、

他
地
域
の

散
発
的
事
例
の
デ

ー
タ
収
集
も
必
要
で
あ
る
。
第
二
は
、
儀
礼
的
脈
絡
の

な

か
で
会
社
の

墓
や
供
養
塔
を

位
置
づ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
会
社
が
主
導

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

権
を

発
揮
す

る
、
い
わ
ば
「
会
社
教
」
の
世
界
の
解
明
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
「
会
社

教
」
は
日
本
で
独
特
の
発
達
を
と
げ
た
も
の
で
あ
り
、
関
西
に
か
ぎ
ら
な
い
。
あ
わ

せ

て
、
会
社
員
や
そ
の
家
族
の
意
識
を
さ
ぐ
る
こ
と
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
こ
う

し
た
研
究
は
「
会
社
主
義
」
社
会
と
し
て
の
日
本
の
社
会
的
性
格
の
理
解
に
一
石
を

　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

投
ず

る
で
あ
ろ
う
。
第
三
に
は
、
日
本
の
「
会
社
主
義
」
と
他
国
や
他
地
域
の
会
社

の

あ
り
方
を
比
較
す
る
視
点
で
あ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
比
較
は
す
で

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

に

多
少
こ
こ
ろ
み
た
が
、
韓
国
と
の
比
較
も
興
味
ぶ
か
い
。
な
ぜ
な
ら
、
高
野
山
に

は
韓

国
系
実
業
家
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
巨
大
墳
墓
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
会
社
よ
り

も
家
族
・
一
族
が
は
る
か
に
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に

し
ろ
、
会
社
墓
や
会
社
供
養
塔
を
は
じ
め
と
す
る
「
会
社
教
」
や
「
会

社
主
義
」
の
研
究
は
、
ほ
と
ん
ど
未
開
拓
の
分
野
で
あ
る
だ
け
に
、
今
後
さ
ま
ざ
ま

な
困
離
を
の
り
こ
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

註（
1
）
　
宇
野
正
人
『
企
業
の
神
社
』
神
社
新
報
社
、
一
九
八
六
年
。

（
2
）
　
学
校
法
人
関
係
に
は
清
風
学
園
、
甲
子
園
学
園
、
杉
野
学
園
、
横
浜
明
倫
学
園
な
ど

　
　
が
あ
り
、
家
元
関
係
で
は
花
柳
流
一
門
慰
霊
塔
が
あ
る
。

（
3
）
　
広
大
な
墓
地
の
こ
と
ゆ
え
、
若
干
の
調
査
も
れ
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
組
の
場
合
、

　
　
会
社
か

ど
う
か
不
詳
の
も
の
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
。
ま
た
、
墓
地
を
確
保
し
た
段
階
の

　
　
会
社
や
建
設
中
の
墓
は
除
外
し
た
。

（
4
）
　
中
牧
弘
允
『
む
か
し
大
名
、
い
ま
会
社
ー
企
業
と
宗
教
』
淡
交
社
、
　
一
九
九
二
年
、

　
　
四
六
－
五
〇
頁
。

（
5
）
　
久
保
田
茂
多
呂
『
世
に
も
不
思
議
な
お
墓
の
物
語
』
宗
教
法
人
大
国
教
会
、
一
九
六

　
　
九
年
（
増
補
改
訂
版
）
、
二
三
五
、
二
四
一
、
二
四
三
頁
。

（
6
）
　
山
善
な
ら
び
に
関
係
会
社
の
物
故
者
の
慰
霊
の
た
め
、
一
九
八
二
年
三
月
、
池
田
市

　
　
畑
の
長
楽
寺
境
内
に
建
立
さ
れ
た
。

（
7
）
　
出
口
健
五
氏
の
教
示
に
よ
る
。

（
8
）
　
前
掲
拙
著
、
二
三
ー
二
四
頁
。

（
9
）
　
一
番
石
と
よ
ば
れ
る
崇
源
院
殿
（
徳
川
秀
忠
夫
人
）
の
墓
塔
。

（
1
0
）
　
墓
地
永
代
使
用
権
の
譲
渡
禁
止
、
面
積
は
個
人
は
八
霊
地
（
約
六
・
六
平
方
メ
ー
ト

　
　
ル
）
、
寺
院
は
一
六
霊
地
（
約
＝
二
・
二
平
方
メ
ー
ト
ル
）
以
内
、
墓
石
・
植
木
の
高

　
　
さ
は
約
ニ
メ
ー
ト
ル
以
内
、
納
骨
堂
・
仏
舎
利
塔
の
設
置
禁
止
、
設
計
書
の
提
出
義
務
　
7
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

　
　
な
ど
を
内
容
と
す
る
と
い
う
。
『
朝
日
新
聞
』
（
大
阪
）
一
九
九
〇
年
九
月
六
日
。
『
読
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売
新
聞
』
（
和
歌
山
）
一
九
九
〇
年
九
月
一
七
日
。

（
1
1
）
　
前
掲
拙
著
、
二
二
ー
二
五
頁
。

（
1
2
）
　
前
掲
拙
著
、
四
〇
ー
四
六
頁
。

（
1
3
）
　
前
掲
拙
著
、
五
五
ー
七
九
頁
。

（
1
4
）
　
目
に
ふ
れ
た
範
囲
で
の
記
事
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

　
　
　
柴
田

俊
治

コ
局
野
山

公
園
墓
地
に
み
る
墓
碑
の
造
形
」
『
石
塔
工
芸
』
、
　
一
九
八
一
年

　
　
三
月
号
、
二
六
ー
二
九
頁
。

　
　
　
「
入
社
か
ら
墓
場
ま
で
…
…
企
業
の
墓
で
社
員
供
養
」
『
日
本
経
済
新
聞
』
（
東
京
）
、

　
　
一
九
八
九
年
三
月
一
四
日
。

　
　
　
山
ロ

文
憲

「
高
野
山
　
本
場
の
墓
場
」
『
芸
術
新
潮
』
、
一
九
八
九
年
八
月
号
、
六

　
　
五
ー
七
四
頁
。

（
1
5
）
　
学
術
的
な
言
及
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

　
　
　
井
上
忠
司
「
社
縁
の
人
間
関
係
」
栗
田
靖
之
編
『
日
本
人
の
人
間
関
係
』
ド
メ
ス
出

　
　
版
、
一
九
八
七
年
、
二
四
六
ー
二
四
七
頁
。

　
　
　
筆
者
の
記
事
、
論
文
、
著
書
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
「
高
野
山
の
会
社
供
養
塔
」
『
宗
教
研
究
』
二
七
五
号
、
　
一
九
八
八
年
三
月
三
一
日
、

　
　
一
二
〇
五
ー
一
二
〇
］
ハ
｝
貝
。

　
　
　
「
む
か
し
大
名
、
い
ま
社
長
」
『
東
洋
学
術
研
究
』
二
八
巻
一
号
、
一
九
八
九
年
二
月

　
　
二
八
日
、
一
五
一
頁
。

　
　
　
「
お
墓
の
名
刺
受
け
」
『
信
濃
毎
日
新
聞
』
、
一
九
八
九
年
三
月
二
八
日
（
『
宗
教
に
何

　
　
が
お
き
て
い
る
か
』
平
凡
社
、
一
九
九
〇
年
、
所
収
）
。

　
　
　
「
会
社
供
養
塔
」
『
信
濃
毎
日
新
聞
』
、
一
九
八
九
年
六
月
二
七
日
（
前
掲
拙
著
、
一

　
　
九
九
〇
、
所
収
）
。

　
　
　
「
天
国
へ
の
企
業
進
出
」
『
月
刊
み
ん
ば
く
』
一
九
九
〇
年
四
月
号
、
千
里
文
化
財
団

　
　
（
拙
著
、
一
九
九
二
、
所
収
）
。

　
　
　
「
む
か
し
大
名
　
い
ま
会
社
」
『
毎
日
新
聞
』
（
大
阪
）
、
　
一
九
九
〇
年
八
月
二
三
日
。

　
　
　
、
．
問
㊦
一
一
σ
Q
一
〇
5
Ω
〈
一
＝
N
箕
一
8
一
p
ζ
昆
。
日
廿
冨
ロ
‥
〉
ω
カ
⑦
＜
。
巴
o
エ
⇔
宮
o
已
σ
q
庁
国

　
　
ブ
0
2
ψ
8
窓
ひ
民
o
苫
、
、
、
↓
註
き
q
日
㊦
ω
o
P
国
o
一
§
　
出
国
叶
合
自
P
出
｛
「
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Company　Graves　on　Mt．　K6ya　and　Mt．　Hiei

NAKAMAKI　Hirochica

　　Some　Japanese　companies　not　only　hold　company　funerals　and　memoエial　services　for

their　deceased　employees，　they　also　have　their　own　graves．　These　graves　are　called

company　graves　or　corporate　graves，　and　many　of　them　are　constructed　on　Mt．　K6ya　or

Mt．　Hiei．　This　paper　looks　at　103　company　graves　on　Mt．　K6ya　and　230n　Mt．　Hiei，　and

aims　mainly　to　provide　basic　data　on　them　and　to　indicate　future　questions　to　be　an．

swered．

　　In　the　companyl　grave’compound，　are　usually　erected　the　graves　of　the　founders

and　monuments　for　the　repose　of　deceased　employees’souls．　In　this　paper，　the　author

focuses　mainly　on　the　towers　for　the　repose　of　deceased　employees’souls，　and　attempts

to　trace　their　history　and　to　analyze　the　names　and　forms　they　take，　Furthermore，　this

paper　also　refers　to　the　area　where　the　companies　or　unions　that　constructed　these

monuments　are　located，　which　is　mostly　the　Kansai　District，　together　with　their　lines　of

business．

　　Since　notes　oll　the　erection　of　the　mo加ments　are　often　inscribed，　the　author　has

classi丘ed　the　motives　for　their　construction輌nto　seven　headings，　and　analyzed　them．

These　headings　are：（1）Momentum　behind　construction，（2）Gratitude　for　the　expan．

sion　of　the　company（or　to　the　predecessors），（3）Prayer　for　the　repose　of　the　prede．

cessors，　souls，（4）Prayer　for　the　expansion　of　the　company，（5）　Prayer　for　safety　in

business，（6）Gratitude　toward　clients，　and（6）Praise　to　Mt．　K6ya　or　Mt．　Hiei．

　　Concerning　memorial　services　for　deceased　employees　connected　with　the　memorial

monumellts　set　up　by　companies，　the　author　takes　up　the　examples　of　Kokuyo　Co．，

Ltd．　and　Chiyoda　Mutual　Life　Insurance　Co．，　and　attempts　to　make　some　comparison

betweell　them．
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